
社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）
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は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
一
九
九
五
年
度
新
入
学
生
全
員
を
対
象
に
し
て
実
施
し
た
調
査
デ
…
タ
を
基
に
し
て
、
新
入
生
（
以
下

で
は
こ
の
よ
う
に
略
し
て
呼
ぶ
）
の
生
活
と
社
会
意
識
の
実
態
を
分
析
し
て
検
討
し
た
結
果
の
報
告
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
結
果
の
一
部

（「

学
生
活
の
評
価
と
そ
の
変
化
」
「
社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
化
」
「
興
味
あ
る
学
問
、
将
来
専
攻
し
た
い
学
問
」
）
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

す
で
に
研
究
（
1
）
で
報
告
し
た
。
こ
の
研
究
（
2
）
で
は
、
調
査
の
中
心
部
分
で
あ
る
社
会
意
識
に
関
す
る
結
果
と
、
よ
り
基
本
的
な

生
活
の
実
態
に
関
す
る
結
果
を
報
告
し
た
い
。
加
え
て
前
稿
で
は
報
告
で
き
な
か
っ
た
、
社
会
学
部
生
の
感
じ
る
各
学
部
イ
メ
ー
ジ
と
そ

の
相
互
比
較
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
私
た
ち
が
教
育
の
対
象
と
し
て
い
る
大
学
生
の
、
特
に
入
学
時
か

ら
半
年
後
の
変
化
に
関
す
る
、
生
活
と
意
識
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

50

調
査
の
背
景

　
前
稿
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ま
ず
本
稿
の
基
と
な
る
調
査
の
背
景
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
い
。
一
橋
大
学
で
は
一
九
九
六
（
平

成
八
）
年
度
よ
り
新
し
い
「
四
年
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
が
全
学
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
社
会
学
部
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
は
、

学
部
教
育
科
目
の
導
入
科
目
と
し
て
「
社
会
研
究
の
世
界
」
と
「
社
会
研
究
の
方
法
」
が
必
修
科
目
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

「
社
会
研
究
の
世
界
」
は
社
会
学
部
を
構
成
す
る
一
三
の
科
目
区
分
（
学
問
分
野
）
を
代
表
す
る
教
官
が
、
そ
の
学
問
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
内
容
と
す
る
講
義
を
一
回
ず
つ
順
次
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
授
業
科
目
は
社
会
学
部
新
入
学
生
全
員
が
第
一
ゼ
メ
ス

タ
ー
で
履
修
す
る
学
部
専
門
科
目
で
あ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
多
数
の
担
当
教
官
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
独
特
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の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
全
学
部
的
関
与
の
必
要
な
新
設
科
目
の
導
入
は
、
う
ま
く
実
行
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
施
に
よ
る
教
育
的
効
果
は
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
経
験
的
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
諸
課
題
を
念
頭
に
置
い
て
、
社
会
学
部
で
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
学
導

入
の
前
に
、
先
の
二
つ
の
授
業
科
目
を
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
に
新
設
し
、
試
行
的
な
実
施
を
企
図
し
た
。
試
行
段
階
で
は
「
社
会

研
究
の
世
界
」
は
「
社
会
研
究
入
門
1
」
、
「
社
会
研
究
の
方
法
」
は
「
社
会
研
究
入
門
■
」
と
い
う
授
業
科
目
名
で
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、

必
修
科
目
と
し
て
で
な
く
、
選
択
科
目
と
し
て
一
年
生
の
み
を
対
象
に
し
て
実
施
し
た
。
本
稿
の
著
者
は
、
そ
の
「
入
門
1
」
（
以
下
こ

の
よ
う
に
略
記
す
る
）
の
一
九
九
五
年
度
実
施
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
者
で
あ
る
。

　
こ
の
試
行
的
実
施
の
機
会
を
得
て
、
「
入
門
1
」
導
入
の
教
育
効
果
に
関
し
て
実
証
的
検
討
を
す
る
こ
と
も
企
画
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一

橋
大
学
社
会
学
部
が
「
国
際
化
時
代
の
生
涯
学
習
二
ー
ズ
に
対
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
平
成
六
・
七

年
度
に
文
部
省
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
調
査
研
究
経
費
と
し
て
助
成
を
受
け
て
実
施
し
た
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
実
施
可
能
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
新
設
科
目
の
教
材
作
成
と
教
育
効
果
の
実
験
的
研
究
」
と
名
づ
け
て
、
研
究
（
1
）
と
こ
こ
で
報
告
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
（
3
）

よ
う
な
パ
ネ
ル
調
査
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

導
入
科
目
の
教
育
効
果

　
し
た
が
っ
て
こ
の
調
査
の
結
果
分
析
の
第
一
の
視
点
は
、
「
入
門
1
」
の
教
育
効
果
を
調
べ
る
点
に
あ
る
。
調
査
で
は
、
情
報
環
境
、

国
際
問
題
、
環
境
問
題
等
に
関
す
る
質
問
を
実
施
し
て
、
こ
れ
ら
の
回
答
に
反
映
さ
れ
る
社
会
認
識
や
社
会
問
題
に
対
す
る
態
度
（
以
下

で
は
ま
と
め
て
「
社
会
意
識
」
と
呼
ぶ
）
が
、
「
入
門
1
」
の
受
講
者
と
非
受
講
者
で
は
異
な
っ
て
く
る
の
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
受
講
者
と
非
受
講
者
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
一
一
月
時
点
で
の
両
者
の
差
の
原
因
が
一

51
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つ
の
授
業
に
あ
る
と
断
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、
も
し
両
者
に
差
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
教
育
効
果
の
存
在
を
論
じ
る

手
が
か
り
と
な
る
。

　
実
際
、
研
究
（
1
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
「
興
味
あ
る
学
問
分
野
」
「
将
来
専
攻
し
た
い
学
問
分
野
」
に
関
し
て
、
「
入
門
1
」
の
受
講

－
非
受
講
が
い
く
つ
か
の
点
で
差
異
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
各
学
問
分
野
の
好
き
嫌
い
に
対
し
て
、
各
科
目
区
分
を
代
表
し

て
実
施
さ
れ
た
講
義
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
、
表
層
的
な
水
準
で
の
影
響
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
講
義
要
綱
で
は

「
入
門
1
」
の
授
業
の
趣
旨
を
「
高
度
に
専
門
化
し
た
社
会
科
学
の
全
貌
を
複
眼
的
な
視
点
か
ら
概
観
す
る
」
と
う
た
っ
て
い
る
が
、
も

っ
と
深
い
水
準
で
の
社
会
意
識
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
調
査
内
容
を
い
く
つ
か
に
分
類
し
て
内
容
領

域
ご
と
に
順
次
報
告
し
て
い
く
形
式
を
と
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
こ
の
点
で
差
異
の
あ
っ
た
部
分
を
報
告
し
た
い
。
そ
し
て
七
節
で
は
、

結
果
全
体
を
通
じ
て
こ
の
問
題
を
考
察
し
た
。

52

新
入
生
の
意
識
の
実
態
と
半
年
後
の
変
化

　
こ
の
調
査
か
ら
は
同
時
に
、
社
会
学
部
新
入
生
の
実
態
に
関
し
て
、
基
本
的
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
大
学
教

師
は
、
日
常
的
に
学
生
と
接
し
そ
の
実
態
を
経
験
的
に
は
把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
、
直
接
観
察
可
能
で
な
い
部
分
に
関
し
て
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
直
接
観
察
さ
れ
た
事
例
群
か
ら
の
推
論
は
突
出
し
た
事
例
の
影
響
を
強
く
受
け
、
極
端
な
方
向
に
歪
む
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
近
年
の
大
学
改
革
の
動
き
の
中
で
、
多
く
の
大
学
で
は
学
生
の
実
態
を
探
る
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
内
容
や
形
式
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
大
学
の
自
己
点
検
・
自
己
評
価
の
試
み
と
し
て
か
な
り
意
欲
的
な
も
の
も
あ
る
。
慶
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

義
塾
大
学
の
よ
う
に
す
で
に
継
続
的
に
調
査
を
繰
り
返
し
、
結
果
が
集
積
可
能
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
結
果
の
精
緻
な

分
析
と
解
釈
が
な
さ
れ
れ
ば
、
大
学
に
お
け
る
教
育
活
動
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ろ
う
。
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（
7
）

　
一
橋
大
学
で
も
こ
れ
ま
で
に
、
社
会
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
っ
て
、
学
生
生
活
の
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な

が
ら
、
調
査
対
象
者
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
し
て
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
お
ら
ず
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
母
集
団
を
よ
く
代
表
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
不
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
報
告
書
や
論
文
の
形
式
で
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、
結
果
の
内
容
に
関
し
て
知
る
こ
と

は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
個
別
の
努
力
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
一
橋
大
学
で
は
学
生
生
活
の
実
態
に
関
し
て
、
公
的
で
組

織
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
調
査
も
決
し
て
公
的
で
組
織
的
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
社
会
学
部
生
に
関
す
る
全
数
調
査
で
あ
り
、
公
刊
さ
れ
た
調
査
結

果
が
乏
し
い
中
で
は
、
結
果
そ
の
も
の
の
記
述
が
意
義
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
新
入
生
の
生
活

と
意
識
の
実
態
に
関
す
る
基
礎
的
結
果
に
関
し
て
も
可
能
な
限
り
記
述
し
た
い
。
し
か
も
こ
の
調
査
は
、
半
年
間
の
変
化
を
検
討
可
能
な

パ
ネ
ル
調
査
で
あ
っ
た
。
パ
ネ
ル
形
式
で
実
施
さ
れ
た
学
生
調
査
は
あ
ま
り
例
が
な
い
と
思
わ
れ
、
こ
こ
で
は
半
年
間
で
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
の
か
あ
る
い
は
し
な
い
の
か
、
生
活
と
意
識
の
変
化
の
実
態
に
関
し
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
詳
述
し
た
い
。
こ
の
半
年
間
の
変

化
を
探
る
こ
と
が
、
調
査
結
果
分
析
の
第
二
の
視
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
の
三
～
六
節
に
分
け
て
、
生
活
・
意
識
の
実
態
と
半
年

後
の
変
化
に
関
し
て
述
べ
る
。
上
述
の
「
入
門
1
」
の
効
果
の
検
討
は
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
中
で
行
い
た
い
。

一
般
サ
ン
プ
ル
と
の
比
較

　
一
橋
大
学
社
会
学
部
新
入
生
は
、
他
の
人
々
、
例
え
ば
二
年
生
以
上
、
あ
る
い
は
他
学
部
生
と
の
間
で
社
会
意
識
等
に
違
い
が
認
め
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
調
査
は
対
象
者
を
社
会
学
部
新
入
生
に
限
定
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
比
較
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

調
査
結
果
を
解
釈
し
新
入
生
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
比
較
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
比
較
対
象
者
を
持
た
な
い
調
査

研
究
で
は
、
し
ば
し
ば
暗
黙
に
コ
般
の
人
」
（
大
学
生
一
般
、
日
本
人
一
般
等
）
を
想
定
し
、
そ
れ
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
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多
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
暗
黙
像
は
個
人
的
に
経
験
し
た
少
数
の
実
例
か
ら
一
般
化
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
必
ず
し
も
日
本
社

会
一
般
の
現
実
を
反
映
し
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
こ
の
調
査
研
究
で
は
、
社
会
意
識
に
関
す
る
調
査
項
目
を
、
科
学
的
方
法
で
実
施
さ
れ
た
既
存
の
社
会
調
査
で
用
い
ら
れ
た
項

目
に
可
能
な
限
り
合
わ
せ
る
よ
う
し
た
。
そ
し
て
既
存
の
調
査
結
果
と
の
対
照
が
可
能
な
よ
う
に
配
慮
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
多
く
の

場
合
日
本
国
民
を
母
集
団
と
し
て
、
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
得
ら
れ
た
代
表
サ
ン
プ
ル
か
ら
デ
ー
タ
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
人
一
般
、
特
に
大
学
生
（
あ
る
い
は
そ
の
年
齢
層
の
者
）
一
般
を
代
表
す
る
サ
ン
プ
ル
の
結
果
と
比
較
し
よ
う

と
し
た
点
が
、
調
査
結
果
分
析
の
第
三
の
視
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
参
照
し
た
過
去
の
調
査
の
結
果
を
随
時
提
示
し
な
が
ら
、
結
果
の
考

察
を
試
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
も
ち
ろ
ん
、
一
般
サ
ン
プ
ル
か
ら
得
た
同
じ
質
問
項
目
へ
の
回
答
結
果
で
あ
っ
て
も
、
調
査
時
点
の
違
い
、
調
査
方
法
の
違
い
に
、
結

果
の
差
異
が
帰
さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
一
般
サ
ン
プ
ル
の
場
合
は
幅
広
い
年
齢
層
を
含
み
、
全
体
を
合
算
し
た
結
果
し
か
報
告
さ
れ
て

い
な
い
場
合
も
あ
っ
て
、
比
較
が
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
十
分
考
慮
に
入
れ
た
い
。
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（
1
）
　
村
田
光
二
・
藤
島
喜
嗣
　
一
九
九
六
　
社
会
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
は
入
学
後
半
年
で
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
1
社
会
学
部
一
九
九
五
年
度
新
入
生
の

　
生
活
と
意
識
に
関
す
る
パ
ネ
ル
調
査
（
1
）
1
　
一
橋
論
叢
、
二
六
、
三
一
〇
1
三
二
三
。

（
2
）
　
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
協
力
さ
れ
た
一
橋
大
学
社
会
学
部
社
会
心
理
学
研
究
室
（
当
時
）
の
松
尾
ひ
と
み
、
同
研
究
室
の
太
田
恵
子
、
社
会
学

　
研
究
科
大
学
院
生
（
当
時
）
の
山
下
玲
子
、
社
会
学
部
学
生
（
当
時
）
の
千
吉
良
武
雅
、
添
田
ゆ
か
り
の
諸
氏
に
感
謝
す
る
。
特
に
社
会
学
研
究
科

　
大
学
院
生
の
藤
島
喜
嗣
氏
に
は
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
等
の
多
方
面
に
わ
た
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
3
）
　
平
成
六
年
度
中
（
一
九
九
五
年
二
月
）
に
は
、
そ
の
当
時
の
一
年
生
（
本
調
査
対
象
者
の
｝
つ
上
の
学
年
）
を
対
象
に
、
こ
こ
で
報
告
す
る
の

　
と
同
様
な
予
備
調
査
を
実
施
し
た
。



社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

（
4
）
　
例
え
ば
、
上
越
教
育
大
学
学
生
委
員
会
　
一
九
九
七
　
「
学
生
生
活
実
態
調
査
報
告
書
　
第
2
回
』
上
越
教
育
大
学
。

（
5
）
　
例
え
ば
、
梶
田
叡
一
・
溝
上
慎
一
・
浅
田
匡
　
一
九
九
七
　
『
京
都
大
学
卒
業
者
の
意
識
調
査
－
京
都
大
学
で
受
け
た
教
育
評
価
と
人
生
観
1
』

　
（
京
都
大
学
高
等
教
育
叢
書
1
）
　
京
都
大
学
高
等
教
育
教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
。

（
6
）
　
慶
磨
義
塾
大
学
学
生
総
合
セ
ン
タ
ー
　
一
九
九
七
　
『
学
生
生
活
実
態
調
査
報
告
（
第
1
8
回
）
1
一
九
九
六
（
平
成
8
年
度
）
ー
』
慶
慮
義
塾

　
大
学
。

（
7
）
　
例
え
ば
、
社
会
学
部
・
大
学
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
一
九
九
二
年
一
月
に
実
施
さ
れ
た
「
学
生
生
活
実
態
調
査
」
や
社
会
学
部
「
教
育

方
法
改
善
経
費
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
濱
谷
正
晴
）
に
よ
っ
て
一
九
九
三
年
度
冬
（
一
九
九
三
年
一
二
月
～
一
九
九
四
年
一
月
）
実
施
さ
れ
た

　
「
大
学
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査
」
。

（
8
）
　
多
く
の
社
会
調
査
で
は
調
査
員
に
よ
る
個
別
面
接
法
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
で
は
自
記
式
法
が
、
四
月
に
は
集
団
場
面
で
、
一
一
月
に
は

　
郵
送
を
利
用
し
て
個
別
に
実
施
す
る
形
式
で
用
い
ら
れ
た
。

二
　
調
査
の
方
法

【
対
象
者
】

　
一
九
九
五
年
度
（
平
成
七
年
度
）
社
会
学
部
新
入
生
二
七
二
名
全
員
が
調
査
対
象
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
四
月
、
一
一
月
調
査
の
い

ず
れ
に
も
回
答
し
た
者
一
六
八
名
（
六
二
％
）
が
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
分
析
の
対
象
者
と
な
っ
た
。
以
下
で
は
わ
か
り
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、

第
一
回
調
査
を
四
月
調
査
、
第
二
回
調
査
を
一
一
月
調
査
と
呼
ぶ
。

【
調
査
手
続
き
】

　
四
月
調
査
一
　
平
成
七
年
度
の
社
会
学
部
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
四
月
五
日
実
施
）
終
了
後
、
出
席
者
全
員
を
対
象
に
「
新
入
生
の
生
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活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
と
題
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
用
紙
は
そ
の
場
で
配
布
し
、
自
記
式
で
記
入
し
て
も
ら
っ

た
後
に
回
収
し
た
。
そ
の
結
果
二
三
二
名
か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
た
（
回
収
率
八
五
％
）
。

　
一
一
月
調
査
”
　
半
年
経
過
後
の
一
一
月
初
め
に
、
同
様
の
調
査
を
学
部
一
年
生
全
員
を
対
象
に
郵
送
に
よ
っ
て
配
布
し
、
返
送
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
一
七
九
名
か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
た
（
回
収
率
六
六
％
）
。

　
四
月
と
一
一
月
と
の
デ
ー
タ
の
個
人
別
対
応
を
は
か
る
た
め
に
、
い
ず
れ
の
調
査
に
も
小
さ
な
用
紙
を
ホ
チ
キ
ス
止
め
し
て
、
そ
れ
に

学
籍
番
号
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
調
査
用
紙
回
収
後
す
ぐ
に
学
籍
番
号
は
ラ
ン
ダ
ム
に
設
定
さ
れ
た
整
理
番
号
に
置
き
換
え
ら
れ
、
小

さ
な
用
紙
は
削
除
し
た
。
そ
の
後
の
デ
ー
タ
は
す
べ
て
整
理
番
号
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
、
対
象
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
護
さ
れ
る
よ
う
十

分
注
意
を
払
っ
た
。

【
調
査
項
目
】

　
調
査
用
紙
の
質
問
は
大
別
す
る
と
、
A
日
常
生
活
に
関
す
る
も
の
、
B
社
会
意
識
に
関
す
る
も
の
、
C
フ
ェ
イ
ス
・
シ
ー
ト
項
目
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
四
月
調
査
の
A
に
関
す
る
質
問
項
目
群
の
中
に
は
、
①
メ
デ
ィ
ア
接
触
、
②
課
外
活
動
、
③
メ
デ
ィ
ア
等
の
所
有
、
④
学
問
分
野
の
興

味
等
、
⑤
社
会
学
部
選
択
の
理
由
、
⑥
大
学
生
活
の
評
価
、
⑦
社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ
、
⑧
他
学
部
イ
メ
ー
ジ
（
商
学
部
、
経
済
学
部
、
法

学
部
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
ラ
ン
ダ
ム
に
設
定
し
て
あ
っ
た
）
が
ほ
ぼ
こ
の
順
に
含
ま
れ
て
い
た
。
一
一
月
調
査
で
は
、
高
校
時
代
の
課
外

活
動
等
の
い
く
つ
か
の
質
問
を
除
い
た
が
、
③
と
④
の
間
に
、
⑨
大
学
施
設
の
利
用
、
⑩
授
業
の
履
修
の
質
問
項
目
群
を
加
え
た
。

　
B
の
社
会
意
識
に
関
す
る
質
問
項
目
群
の
中
に
は
、
①
情
報
、
②
国
際
問
題
・
国
際
関
係
、
③
女
性
の
就
業
、
④
環
境
問
題
、
⑤
政
治

有
効
性
感
覚
に
関
す
る
質
問
が
こ
の
順
で
含
ま
れ
て
い
た
。
特
に
②
に
関
す
る
質
問
が
多
か
っ
た
。
一
一
月
調
査
で
も
こ
の
構
成
は
同
じ

で
あ
っ
た
が
、
四
月
調
査
結
果
で
回
答
に
分
散
の
み
ら
れ
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
項
目
が
削
除
さ
れ
、
追
加
項
目
は
な
か
っ
た
。

56



　
C
の
フ
ェ
イ
ス
・
シ
i
ト
で
は
、
四
月
時
点
で
、
①
年
齢
・
性
別
、
②
留
学
生
か
否
か
、
③
合
格
し
た
入
試
の
種
類
、
④
出
身
高
校
、

⑤
現
役
・
浪
人
の
別
、
⑥
家
庭
の
所
在
地
、
⑦
現
住
所
を
こ
の
順
に
た
ず
ね
た
。
一
一
月
調
査
で
は
、
①
と
⑦
だ
け
を
繰
り
返
し
て
た
ず

ね
、
最
後
に
夏
休
み
中
の
旅
行
に
関
し
て
回
答
を
求
め
た
。

　
四
月
調
査
の
用
紙
は
B
5
版
で
一
〇
ぺ
ー
ジ
に
及
ん
だ
。
一
一
月
調
査
で
は
郵
送
の
都
合
上
縮
小
し
て
印
刷
し
、
B
5
版
四
・
五
枚
に

収
め
た
（
実
質
的
に
は
B
5
版
九
ぺ
ー
ジ
分
）
。

社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

　
　
　
　
　
　
三
　
対
象
者
の
特
徴
と
生
活

三
－
一
　
基
本
的
な
諸
特
徴

　
対
象
者
の
年
齢
は
四
月
の
時
点
で
一
八
歳
の
者
が
九
七
名
（
五
七
・
七
％
）
、
一
九
歳
が
六
〇
名
（
三
五
・
七
％
）
、
二
〇
歳
以
上
が
十

名
（
六
・
O
％
）
、
不
明
が
一
名
で
、
平
均
十
八
・
五
歳
で
あ
っ
た
。
性
別
は
男
子
が
一
二
一
名
（
七
一
7
0
％
）
、
女
子
が
四
六
名
（
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

七
・
四
％
）
、
不
明
一
名
で
あ
っ
た
。
当
該
年
度
の
『
一
橋
大
学
概
要
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
五
年
度
の
社
会
学
部
新
入
学
生
二
七
二
名

中
女
子
は
六
四
名
（
二
一
二
・
五
％
）
で
あ
っ
て
、
男
子
の
方
に
調
査
回
収
も
れ
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
高
校
か
ら
大
学
へ
直
接
入
学
し
た
現
役
学
生
（
以
下
で
は
「
現
役
入
学
者
」
と
呼
ぶ
）
は
百
名
（
五
九
・
五
％
）
で
あ
り
、
大
学
浪
人

を
経
験
し
た
六
三
名
（
三
七
・
五
％
）
を
上
回
っ
て
い
た
。
そ
の
他
に
他
大
学
経
験
者
が
二
名
、
不
明
が
三
名
い
た
。
こ
の
一
橋
大
学
へ

は
直
接
入
学
し
て
い
な
い
六
五
名
を
本
調
査
で
は
「
浪
人
入
学
者
」
と
呼
ぶ
。
浪
人
入
学
者
が
高
卒
後
大
学
入
学
ま
で
に
費
や
し
た
年
数

は
、
一
年
間
が
五
二
名
で
大
半
を
占
め
、
二
年
間
が
八
名
、
四
年
間
が
一
名
で
、
未
記
入
が
四
名
で
あ
っ
た
。

　
対
象
者
中
、
二
一
八
名
（
七
六
二
一
％
）
が
前
期
入
試
に
よ
る
入
学
者
で
、
後
期
入
試
に
よ
る
入
学
者
が
三
四
名
、
帰
国
子
女
特
別
選

57



一橋大学研究年報　社会学研究　36

％
2
1

疹
　
　
議
蟹
－

錘
’
毒
義
F

　
葬
6
　
　
．

2
　
　
　
％
　
　
　
9
　
－
　
　
　
C
撃
’
藝
’
り
；
　
　
　
　
1
7

外
国

九
州
・
沖
縄
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小
平
茄

　
　
　
　
劫
5
0
　
　
⑳
　
3
0
　
2
0
　
1
0
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怯
4
0
　
　
3
0
　
　
2
0
　
　
1
0

抜
に
よ
る
入
学
者
が
四
名
、
外
国
人
留
学
生
特
別
選
抜
に
よ
る
入
学
者
が
一
名
、
不
明
が
一
名
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
年
度
に
は
、
一
九

九
五
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
者
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
地
震
特
例
入
試
が
実
施
さ
れ
、
社
会
学
部
に
も
こ
れ
に
よ
る
入
学
者

が
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の
中
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
以
下
の
分
析
で
は
、
入
試
枠
の
変
数
と
し
て
、
前
期
入

試
入
学
者
と
そ
の
他
の
入
試
入
学
者
の
二
水
準
を
設
定
し
て
分
析
に
利
用
す
る
。
前
者
が
一
般
的
な
入
学
者
だ
と
す
れ
ば
、
後
者
は
多
様

な
人
材
を
確
保
す
る
ね
ら
い
で
導
入
さ
れ
て
き
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
入
学
者
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
家
庭
（
出
身
家
族
）
の
所
在
地
を
、
地
方
別
に
図
3
－
1
に
示
し
た
。
家
庭
の
所
在
地
は
一
応
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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（
2
）

し
か
し
、
北
海
道
、
東
北
、
四
国
の
各
地
方
出
身
の
者
は
非
常
に
少
な
く
、
ほ
ぼ
半
数
の
新
入
生
は
東
京
ま
た
は
そ
の
他
の
関
東
地
方
の

出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
（
七
八
名
、
四
六
・
四
％
）
。

　
入
学
時
現
在
の
住
所
を
図
3
－
2
に
示
し
た
。
一
橋
大
学
小
平
分
校
が
国
立
本
校
の
東
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て
き
た
の
は
平
成
八

（一

九
六
）
年
度
十
月
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
国
立
市
に
住
む
新
入
学
生
は
少
な
か
っ
た
。
最
も
多
か
っ
た
の
は
小
平
キ
ャ
ン

パ
ス
近
く
の
小
平
市
で
あ
っ
た
が
、
二
割
強
の
比
率
で
あ
り
、
現
住
所
は
近
県
ま
で
の
広
い
範
囲
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

三
－
二
　
課
外
活
動

　
高
校
時
代
の
課
外
活
動
の
参
加
の
有
無
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
八
二
・
一
％
の
者
が
「
は
い
」
と
回
答
し
た
。
こ
の
比
率
は
、

全
国
調
査
、
例
え
ば
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
が
一
五
歳
か
ら
二
三
歳
を
対
象
に
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に
実
施
し
た
「
青
少
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

連
帯
感
に
関
す
る
」
調
査
（
以
下
で
は
「
連
帯
感
調
査
」
と
呼
ぶ
）
の
高
校
生
の
参
加
比
率
（
四
〇
・
六
％
）
な
ど
と
比
べ
る
と
か
な
り

高
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
調
査
で
は
高
校
三
年
間
で
一
度
で
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
人
を
調
べ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

あ
る
時
点
の
高
校
生
が
参
加
し
て
い
る
比
率
よ
り
も
あ
る
程
度
高
い
こ
と
は
当
然
だ
ろ
う
。

　
大
学
生
に
な
っ
て
半
年
後
の
時
点
の
課
外
活
動
へ
の
参
加
率
は
、
学
内
の
団
体
に
限
る
と
六
四
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
学
外
も
含
め
場

合
に
は
九
二
・
八
％
の
高
率
で
あ
っ
た
。
連
帯
感
調
査
で
は
い
ず
れ
の
団
体
に
も
限
定
せ
ず
に
た
ず
ね
て
い
る
が
、
大
学
生
の
参
加
比
率

は
六
二
・
八
％
で
、
本
調
査
の
新
入
生
の
回
答
よ
り
も
明
ら
か
に
低
率
で
あ
っ
た
。

　
課
外
活
動
の
内
容
を
調
べ
る
と
、
高
校
時
代
に
参
加
し
て
い
た
活
動
も
、
大
学
時
代
に
参
加
し
て
い
る
活
動
も
、
「
ス
ポ
ー
ツ
関
係
」

が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
複
数
回
答
で
あ
る
が
、
対
象
者
全
員
に
対
す
る
比
率
は
高
校
で
六
〇
・
五
％
、
大
学
で
六
二
．
九
％
で
あ
っ

た
。
「
音
楽
・
芸
術
・
芸
能
な
ど
文
化
関
係
」
は
高
校
、
大
学
の
順
に
一
八
・
五
％
、
二
五
・
六
％
で
あ
り
、
「
社
会
・
人
文
．
自
然
科
学
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関
係
」
は
七
．
七
％
、
一
一
．
三
％
で
あ
り
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
活
動
」
は
四
・
二
％
、
四
・
八
％
の
低
率
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
連
帯
感
調
査
で
も
団
体
活
動
へ
の
参
加
者
中
で
の
「
社
会
奉
仕
活
動
」
へ
の
参
加
者
は
、
大
学
生
で
一
・
七
％
、
全
体
で
も
三
・

三
％
で
あ
っ
た
。

　
青
少
年
の
課
外
活
動
へ
の
参
加
率
は
一
般
に
、
男
子
よ
り
も
女
子
の
方
が
高
い
。
こ
の
調
査
で
も
、
高
校
時
代
の
参
加
率
に
有
意
差
が

認
め
ら
れ
た
（
七
七
・
七
％
対
九
三
・
五
％
斗
δ
）
1
1
㎝
詮
－
〈
。
8
）
。
大
学
時
代
に
も
差
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
性
別
も
百
％
に
近

く
、
有
意
差
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
九
〇
・
九
％
対
九
七
・
八
％
斗
ペ
一
）
1
1
窃
O
℃
〈
■
富
）
。
わ
ず
か
の
差
で
あ
る
が
、
高
校
に
お
い
て

も
大
学
に
お
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
は
女
子
が
多
く
、
比
率
の
差
は
統
計
的
に
有
意
で
あ
っ
た
（
高
校
一
・
七
％
対
一

〇
．
九
％
夏
ペ
一
）
同
c
。
き
唱
ハ
O
ヨ
大
学
二
・
五
％
対
一
〇
・
九
％
一
梨
（
一
）
ー
㎝
k
℃
△
8
）
。

三
－
三
　
学
習
活
動

　
順
序
が
逆
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
生
に
と
っ
て
の
重
要
性
を
推
測
す
る
と
、
後
回
し
に
せ
ざ
る
得
な
い
の
が
学
生
の
「
本

分
」
と
い
わ
れ
る
学
習
活
動
で
あ
る
。
学
習
活
動
に
関
し
て
は
、
四
月
時
点
で
は
ま
だ
実
質
的
に
開
始
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
、
主
と
し

て
一
一
月
調
査
で
質
問
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
夏
学
期
中
の
一
週
間
の
平
均
出
席
授
業
時
限
（
コ
マ
）
数
を
六
段
階
で
た
ず
ね
た
。
そ
の
平
均
値
は
四
・
六
二
と
、
四
「
七
～

九
コ
マ
」
と
五
「
一
〇
～
一
ニ
コ
マ
」
の
中
間
を
示
し
た
。

　
こ
の
平
均
値
は
「
研
究
1
」
受
講
者
（
M
一
四
・
七
九
）
の
方
が
非
受
講
者
（
M
”
四
・
四
二
）
よ
り
も
大
き
く
（
只
区
。
。
。
8
）
洞
ま
。
。

O
〈
註
）
、
「
研
究
1
」
受
講
者
が
ま
じ
め
に
授
業
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
村
田
・
藤
島
（
一
九
九
六
）
で
指
摘
し
た
結

果
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
結
果
は
「
研
究
1
」
の
受
講
が
原
因
と
な
っ
て
授
業
へ
の
出
席
を
促
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
も
と
も
と
ま
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じ
め
な
学
生
が
多
く
「
研
究
1
」
を
受
講
し
や
す
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
大
方
の
予
想
通
り
、
男
子
（
M
”
四
・
四
七
）
よ
り
も
女
子
（
M
1
1
五
・
O
O
）
の
方
が
ま
じ
め
に
出
席
し
て
い
た
（
只
一
9
）
1
1
癖
。
5

℃
〈
O
。
一
）
。
対
象
者
の
そ
の
他
の
諸
特
徴
で
は
、
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
夏
学
期
中
の
授
業
時
間
以
外
の
一
日
平
均
の
勉
強
時
間
に
つ
い
て
、
七
段
階
で
回
答
を
求
め
た
。
そ
の
平
均
は
二
・
八
二
と
、
二
「
一

五
分
程
度
」
と
三
「
三
〇
分
程
度
」
と
の
間
の
値
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
頻
値
は
一
「
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
」
で
あ
り
、
中
央
値

は
四
「
一
時
間
程
度
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
歪
ん
だ
分
布
を
示
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
質
問
へ
の
回
答
分
布
を
図
3
1
3
に
示
し
た
。

こ
の
図
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
新
入
生
も
多
か
っ
た
が
、
勉
強
し
て
い
た
者
で
は
お
よ
そ
一
時
間
程
度
の
時
間
を
費
や

28，0％

8．9％

國1．2％12％

2

4．8％

隔

33．9％

劫
6
0
　
4
0
　
2
0
　
0

ほとん　15分　　30分　1時間　2時間　3時間　　それ
どしな　程度　　程度　　程度　　程度　　程度　　以上
かった
　　　　図3・3　夏学期中の一日平均勉強時間

57．7％

豪 554％
裾㌧己

熱’

職 351％
22．6％

彗鞭 鰻舞

菰5
〕｛ 玉L3％　　　107％

蝦

　　　　　　3，0％　　　　4，2％菱1　　　　　謁　　　　畳

（人）

100

80

60

40

20

　　0
それ以一ヒ1－2回1～2回ゼロ

図3－4　学内施設の利用

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
平
均
値
に
は
、
「
研
究
1
」
の
受
講
に
よ
る
差
も
、
男
女

差
を
初
め
と
す
る
対
象
者
の
諸
特
徴
に
よ
る
差
も
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

　
（
本
館
・
分
館
併
せ
て
の
）
図
書
館
の
利
用
と
小
平
の
情
報
処

理
セ
ン
タ
：
分
室
の
利
用
に
関
し
て
は
、
同
じ
形
式
で
質
問
し
て

回
答
を
求
め
た
の
で
、
併
せ
て
図
三
－
四
に
結
果
を
示
し
た
。
図

書
館
は
半
数
強
の
者
が
週
平
均
コ
～
二
回
」
利
用
す
る
と
答
え

て
お
り
（
M
け
二
・
一
〇
）
、
セ
ン
タ
ー
分
室
に
関
し
て
は
半
数

強
の
者
が
「
ゼ
ロ
」
と
答
え
た
（
M
“
一
・
五
四
）
。

　
こ
れ
ら
平
均
値
に
も
、
「
研
究
1
」
の
受
講
に
よ
る
差
も
、
男
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女
差
を
初
め
と
す
る
対
象
者
の
諸
特
徴
に
よ
る
差
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

カ
ッ
コ
内
の
比
率
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象
者
全
員
（
一
六
八
名
）
に
対
し
て
示
し
た
。

転
居
等
に
よ
り
、
家
庭
の
所
在
地
が
必
ず
し
も
「
出
身
地
」
を
示
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
。

総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
（
編
）
一
九
九
二
「
現
代
の
青
少
年
－
第
五
回
青
少
年
の
連
帯
感
な
ど
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
大
蔵
省
印
刷
局
。

四
　
メ
デ
ィ
ア
利
用
と
そ
の
変
化
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現
代
は
高
度
情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、
多
く
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
出
現
し
、
広
く
普
及
す
る
も
の
も
あ
り
、
過
剰
と

も
言
え
る
情
報
に
私
た
ち
は
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
情
報
化
が
青
少
年
の
意
識
や
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
し
て
は
、
国
の
行
政
府
の
レ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ル
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
は
二
度
に
わ
た
っ
て
調
査
を
実
施
し
、
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
九

九
一
年
に
実
施
さ
れ
た
第
二
回
調
査
を
「
総
務
庁
情
報
調
査
」
と
呼
び
、
以
下
で
は
比
較
対
象
と
し
て
し
ば
し
ば
利
用
し
た
い
。

　
テ
レ
ビ
を
代
表
と
す
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
す
で
に
多
く
の
人
の
生
活
の
中
に
浸
透
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
2
）

が
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
電
子
メ
デ
ィ
ア
も
、
今
後
飛
躍
的
な
発
展
が
予
想
さ
れ
、
特
に
若
年
層
を
中
心
と
し

て
、
幅
広
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
世
界
規
模
で
の
知
的
交
流
の
可
能
性
を
持
ち
、
も
う
一
つ
の

大
学
、
あ
る
い
は
仮
想
大
学
（
＜
凶
『
ε
巴
仁
三
く
R
巴
蔓
）
を
構
成
す
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。

　
本
項
で
は
、
一
橋
大
学
新
入
生
達
が
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
を
、
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
る
の
か
、
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
論
述
し
た
い
。



四
－
一
　
新
聞
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新
聞
の
定
期
購
読
率
は
四
月
の
時
点
で
七
四
・
九
％
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
一
月
の
時
点
で
は
八
七
・
五
％
に
伸
長
し
た
。
自
宅
生
は
ほ

と
ん
ど
が
定
期
購
読
し
て
い
る
と
回
答
し
て
お
り
、
こ
の
伸
長
は
自
宅
外
学
生
が
入
学
当
初
に
は
新
聞
の
契
約
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
契
約
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
後
の
四
－
六
項
で
示
す
よ
う
に
、
欠
か
せ
な
い
と
思
う
こ
と
（
メ
デ

ィ
ア
・
情
報
行
動
）
と
し
て
「
新
聞
」
が
挙
げ
ら
れ
た
比
率
は
、
六
〇
・
一
％
か
ら
五
〇
・
六
％
に
減
少
し
て
お
り
、
購
読
率
の
伸
長
が

大
学
生
活
を
送
る
中
で
新
聞
閲
読
の
重
要
性
が
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
情
報
に
関
す
る
他
の
調
査
で

は
、
一
日
あ
た
り
の
新
聞
の
閲
読
時
間
を
調
べ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
数
値
の
高
低
を
一
般
サ
ン
プ
ル
と
比
較
す
る
資
料
は
入
手
で

き
な
か
っ
た
。

　
一
一
月
の
定
期
購
読
者
中
の
六
八
・
O
％
が
そ
の
紙
名
と
し
て
「
朝
日
新
聞
」
を
挙
げ
、
一
九
・
O
％
が
「
読
売
新
聞
」
、
九
．
五
％

が
「
毎
日
新
聞
」
、
そ
の
他
が
三
・
四
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
比
率
は
、
四
月
で
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
朝
日
新
聞

が
占
め
て
い
た
。

四
－
二
　
読
書

　
読
書
に
関
し
て
は
、
二
通
り
の
た
ず
ね
方
を
し
た
。
ま
ず
、
四
月
に
平
均
何
冊
く
ら
い
（
マ
ン
ガ
・
雑
誌
以
外
の
）
本
を
読
む
か
ど
う

か
を
、
五
段
階
で
た
ず
ね
た
。
四
月
の
こ
の
平
均
値
は
二
・
三
六
と
、
二
「
一
～
二
冊
」
と
、
三
「
三
～
五
冊
」
の
間
を
示
し
た
。
一
一

月
の
平
均
値
は
同
じ
範
囲
内
で
あ
る
が
、
二
・
五
七
と
、
統
計
的
に
は
有
意
に
増
大
し
た
。
こ
の
数
値
を
直
接
比
較
で
き
る
資
料
は
見
あ

た
ら
な
い
が
、
総
務
庁
情
報
調
査
の
大
学
生
の
「
こ
の
一
ヶ
月
間
に
読
ん
だ
単
行
本
」
に
関
す
る
回
答
の
分
布
と
、
こ
こ
で
の
回
答
分
布
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と
の
間
に
は
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　
次
に
、
三
タ
イ
プ
の
本
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
、
「
よ
く
読
む
」
か
ど
う
か
を
四
段
階
尺
度
で
た
ず
ね
た
。
初
め
に
「
趣
味
や
娯
楽
書
」

を
た
ず
ね
た
が
、
そ
の
平
均
値
は
四
月
に
一
・
八
三
、
一
一
月
に
は
一
・
九
一
と
、
一
「
よ
く
読
む
」
と
二
「
時
々
読
む
」
と
の
間
に
位

置
し
た
。
「
授
業
で
提
示
さ
れ
た
参
考
文
献
」
で
は
平
均
値
が
四
月
に
は
二
・
八
六
で
あ
っ
た
が
、
一
一
月
に
は
二
・
二
四
と
三
「
あ
ま

り
読
ま
な
い
」
か
ら
「
読
む
」
方
向
に
有
意
に
変
化
し
た
（
只
お
。
）
腫
刈
。
。
。
。
。
℃
〈
。
2
）
。
「
自
分
が
興
味
あ
る
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
本
」

で
は
四
月
に
二
・
三
五
、
一
一
月
に
二
・
三
六
と
回
答
の
平
均
値
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
。

　
大
学
教
師
が
期
待
す
る
水
準
か
ら
考
え
て
、
読
書
量
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
嘆
か
わ
し
い
ほ
ど
少
な
い
と
も
言
え

な
い
だ
ろ
う
。
特
に
大
学
入
学
後
増
加
し
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、
注
目
し
て
評
価
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
後
の
欠
か
せ
な
い
情
報
行
動
に

関
す
る
質
問
で
も
、
「
本
を
読
む
こ
と
」
を
挙
げ
る
者
の
増
加
に
は
一
定
の
傾
向
が
あ
り
、
一
一
月
の
時
点
で
は
新
聞
と
テ
レ
ビ
を
逆
転

し
た
（
五
〇
・
六
％
↓
五
八
・
三
％
斗
悉
）
1
1
。
。
，
8
℃
〈
・
。
。
。
）
。
た
だ
し
半
年
後
以
降
の
傾
向
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
読
書

に
関
し
て
は
、
も
っ
と
内
容
に
立
ち
入
っ
た
検
討
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
、
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四
ー
三
　
テ
レ
ビ

　
テ
レ
ビ
の
一
日
あ
た
り
の
視
聴
時
間
を
九
段
階
で
た
ず
ね
た
。
四
月
の
時
点
で
の
そ
の
平
均
値
は
五
・
六
四
で
、
五
コ
・
五
～
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

間
」
と
六
「
二
～
二
・
五
時
間
」
の
間
に
位
置
し
た
。
こ
の
平
均
時
間
は
N
H
K
国
民
生
活
時
間
調
査
に
よ
る
国
民
［
人
当
た
り
の
結
果

（
三
時
間
二
八
分
）
と
比
べ
て
か
な
り
短
い
。
た
だ
し
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
は
一
般
に
高
齢
者
層
が
か
な
り
長
く
、
次
に
女
性
の
中
年
層
が

長
く
、
青
年
層
は
も
っ
と
も
短
く
、
お
よ
そ
二
時
間
半
く
ら
い
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
総
務
庁
情
報
調
査
に
お
い
て
も
、
青
少
年
サ
ン

プ
ル
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
の
モ
ー
ド
（
最
頻
値
）
は
、
平
日
が
二
時
間
、
休
日
が
三
時
間
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
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ら
青
年
層
の
結
果
と
比
べ
て
も
新
入
生
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
は
短
め
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
四
月
時
点
で
は
、
男
子
よ
り
も

女
子
の
方
が
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
が
短
か
っ
た
（
只
一
R
）
一
ぎ
。
℃
〈
■
8
）
。

　
一
一
月
に
な
る
と
平
均
値
は
四
。
七
六
に
減
少
し
、
四
「
一
～
一
・
五
時
間
」
の
方
向
に
近
づ
い
た
。
お
よ
そ
三
〇
分
程
度
減
少
し
た

こ
と
を
示
し
、
平
均
視
聴
時
間
は
二
時
間
を
切
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
変
化
は
有
意
で
あ
っ
た
（
只
一
3
）
”
㎝
■
罐
o
〈
。
2
）
。

欠
か
せ
な
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
テ
レ
ビ
を
挙
げ
る
者
の
比
率
も
、
こ
の
間
に
有
意
に
減
少
し
た
（
六
七
・
三
％
↓
五
五
・
四
％
斗
δ
）

”
刈
・
。
。
㎝
も
く
b
一
）
。
こ
の
結
果
は
、
大
学
生
活
の
中
で
、
他
に
従
事
す
べ
き
活
動
が
見
い
だ
さ
れ
た
結
果
だ
と
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と

も
で
き
れ
ば
、
受
験
勉
強
が
終
わ
っ
て
大
学
入
学
ま
で
の
テ
レ
ビ
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
状
態
か
ら
通
常
の
状
態
に
戻
っ
た
と
も
解
釈

で
き
る
。
こ
こ
で
の
調
査
結
果
全
体
か
ら
は
、
前
者
の
解
釈
の
方
が
当
て
は
ま
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
後
者
を
支
持
す
る
結
果
と
し
て

は
、
前
期
入
試
に
よ
る
合
格
者
の
方
が
そ
う
で
な
い
者
よ
り
も
、
四
月
の
時
点
で
は
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
が
長
い
傾
向
に
あ
り
（
五
・
八
○

対
五
一
五
翼
（
一
望
）
”
箋
。
。
℃
ハ
。
。
。
）
、
一
一
月
の
時
点
で
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
結
論

を
導
く
に
は
、
も
っ
と
継
時
的
な
デ
ー
タ
や
比
較
対
照
で
き
る
他
の
サ
ン
プ
ル
の
デ
ー
タ
が
必
要
だ
ろ
う
。
な
お
、
一
一
月
時
点
で
は
男

女
差
は
消
失
し
た
。

四
－
四
　
新
し
い
メ
デ
ィ
ア

　
若
者
に
特
有
な
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
関
し
て
は
、
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
」
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
」
「
ビ
デ
オ
の
レ
ン
タ
ル
」
「
C
D
の
レ

ン
タ
ル
」
「
タ
ウ
ン
誌
．
イ
ベ
ン
ト
誌
を
読
む
」
の
五
つ
の
項
目
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
四
段
階
で
た
ず
ね
た
。
い
ず
れ
の
メ
デ
ィ
ア
に
関

し
て
も
新
入
生
の
平
均
値
は
、
二
「
時
々
す
る
」
と
三
「
あ
ま
り
し
な
い
」
の
中
間
点
よ
り
も
「
し
な
い
」
側
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
メ

デ
ィ
ア
利
用
行
動
に
は
活
発
で
な
い
傾
向
が
示
さ
れ
た
。
特
に
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
」
は
一
九
九
五
年
の
四
月
時
点
で
は
九
五
・
八
％
の
者
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が
「
全
く
し
な
い
」
と
回
答
し
た
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
通
信
」
は
「
利
用
す
る
」
側
に
回
答
し
た
者
が
四
人
か
ら
、
し
か
し
半
年
後
に
は
二
四
人
増
大
し
た
（
一
（
5
。
。
）
艮
9
。
。
唱

く
0
9
）
。
同
様
に
増
大
を
示
し
た
の
は
「
タ
ウ
ン
誌
等
を
読
む
」
で
（
養
①
。
。
）
口
。
。
●
9
℃
〈
2
）
、
平
均
値
だ
け
見
る
と
こ
れ
ら
メ
デ
ィ

ア
利
用
の
中
で
、
も
っ
と
も
よ
く
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
C
D
の
レ
ン
タ
ル
」
は
逆
に
利
用
行
動
が
減
少
し
た
（
養
。
。
。
）
H
望
。
。

℃
〈
．
O
㎝
）
。
残
り
の
二
つ
の
平
均
値
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
男
女
差
に
関
し
て
は
、
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
」
は
四
月
の
時
点
で
も
（
ス
＝
＝
）
”
巳
O
o
ハ
。
2
）
、
一
一
月
の
時
点
で
も
（
養
ド
一
）
ー

鐘
。
。
℃
〈
。
。
一
）
、
男
子
の
方
が
女
子
よ
り
も
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
分
散
を
比
較
し
て
み
て
も
、
四
月
の
時
点
で
も
（
問

（
窃
陀
。
）
”
霜
。
。
℃
〈
。
一
）
、
一
一
月
の
時
点
で
も
（
黒
轟
誌
。
）
“
寅
8
0
〈
■
。
。
一
）
、
男
子
の
方
が
女
子
よ
り
も
分
散
が
大
き
く
、
男
子

の
中
で
は
個
人
差
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
タ
ウ
ン
誌
等
を
読
む
」
に
関
し
て
は
一
一
月
の
時
点
で
女
子
の
方
が
男
子
よ
り
も
、

よ
く
読
む
有
意
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
（
只
一
臼
）
”
ω
・
8
1
〈
2
）
。
女
子
の
平
均
値
は
二
・
二
八
で
あ
り
、
二
「
時
々
す
る
」
に
近
か

っ
た
。
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四
－
五
　
所
有
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア

　
「
自
分
専
用
の
も
の
と
し
て
持
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
家
に
あ
っ
て
自
由
に
利
用
で
き
る
も
の
」
と
い
う
形
式
で
、
メ
デ
ィ
ア
機
器
所

有
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。
そ
の
結
果
の
所
有
率
を
四
月
、
一
一
月
別
に
図
4
1
1
に
示
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
機
器
は
一
一
月
の
時
点
で
所

有
率
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
た
。
総
務
庁
情
報
調
査
で
は
機
器
の
種
類
を
も
っ
と
細
分
化
し
て
た
ず
ね
て
い
る
の
で
厳
密
な
比
較
は

で
き
な
い
が
、
大
学
生
の
こ
れ
ら
所
有
率
（
P
鵠
O
）
に
関
し
て
は
か
な
り
近
い
数
値
が
読
み
と
れ
た
。

　
四
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
所
有
率
の
変
化
を
調
べ
る
と
、
「
ビ
デ
オ
」
£
・
。
（
一
）
“
刈
ひ
。
。
㎝
O
〈
●
2
）
、
「
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
」
ρ
。
。



社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

0 20　　　40 60 80 100

1＊，テレビ
碗機｝琳　　朧r　，昌｝　嶺　　鋒轟肇醐　　　庫　　r｛3rづ　　　　畳

4．ラジオ、ラジカセ阿

7．電話

2，ビデオ

5。ヘソドホンステレオ

9パソコン，ワープロ

10．テレビゲーム

6，システムステレオ

8．ファクシミリ

3。レーザーディスク

呂　高昌　　　　　翼則　　　ホ　r　㌔宮 慰　。

昌　　益彫ピ㌔ P〔 ／霞悼　　蚕赫鱈貯下シ

＝羅β　⊇　　　　　　∈冨‘∫語ギ　　モ唱帯　5

P踊辮

團
図4－1所有しているメディア
　　　〔＊致字は質圃した項目順を示す）

1．新聞を読む

2．本を読む

3．マンガ・劇画を読む

4．雑誌を読む

5．映画を見る

6．テレビを見る

7．ビデオを見る

8．ラジオを聴く

9．CDやテープを聞く
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12．電話をかける

13．友達と話しをする

14．友人と会う
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図4－2　欠かせないメディァ

（一

”
轟
O
O
〈
●
0
2
）
、
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
」
ρ
“
。
（
一
）
1
1
8
8
℃
〈
b
一
）
、
「
シ
ス
テ
ム
ス
テ
レ
オ
」
殺
．
（
一
）
甘
F
o
。
O
℃
〈
。
8
）
の
四
つ
に
関
し

て
有
意
な
増
加
が
認
め
ら
れ
た
。

　
以
上
の
う
ち
「
ビ
デ
オ
」
と
「
シ
ス
テ
ム
ス
テ
レ
オ
」
の
増
加
は
男
女
が
同
じ
よ
う
に
貢
献
し
て
い
た
が
、
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
」
増
加

は
す
べ
て
男
子
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
パ
ソ
コ
ン
等
」
の
増
加
は
逆
に
女
性
の
方
が
貢
献
度
が
高
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
一
月
の
時
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点
で
は
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
」
所
有
率
に
有
意
な
男
女
差
が
見
ら
れ
た
（
四
三
・
○
％
対
一
五
・
九
％
翼
悼
（
一
）
“
一
ρ
ミ
℃
〈
●
O
一
）
。
「
パ
ソ

コ
ン
等
」
の
所
有
率
に
関
し
て
も
、
女
子
が
多
い
と
い
う
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
た
（
四
三
．
九
％
対
六
三
・
六
％
夏
、
（
一
）
”
さ
。
o

〈
。
8
）
。
メ
デ
ィ
ア
機
器
の
所
有
率
は
、
概
し
て
女
子
の
方
が
高
か
っ
た
。
一
一
月
調
査
で
有
意
差
の
認
め
ら
れ
た
他
の
項
目
は
、
「
テ

レ
ビ
」
（
八
○
・
七
％
対
九
五
・
五
％
夏
悼
（
一
）
1
1
割
O
℃
〈
曾
8
）
、
「
電
話
」
（
七
一
丁
八
％
対
九
七
・
七
％
斗
、
（
一
）
1
1
一
ト
。
。
卜
。
一
〇
〈
b
。
一
）
、

「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
三
・
五
％
対
一
五
・
九
％
臭
・
。
（
一
）
1
1
刈
、
9
℃
〈
・
2
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
親
と
の
同
居
率
（
男
女
に
ほ

と
ん
ど
差
が
な
い
）
に
よ
っ
て
は
説
明
で
き
な
い
が
、
親
か
ら
の
財
政
的
援
助
に
関
す
る
男
女
差
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
可
能
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
情
報
行
動
に
対
し
て
女
子
の
方
が
積
極
的
な
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
か
も
し
れ
な
い
。
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四
ー
六
　
欠
か
せ
な
い
メ
デ
ィ
ア

　
欠
か
せ
な
い
メ
デ
ィ
ア
あ
る
い
は
情
報
行
動
に
関
し
て
も
、
対
面
状
況
の
会
話
ま
で
含
め
て
一
四
項
目
に
関
し
て
た
ず
ね
た
。
そ
の
肯

定
的
回
答
率
を
四
月
、
一
一
月
別
に
図
4
1
2
に
示
し
た
。

　
最
も
「
欠
か
せ
な
い
こ
と
」
と
す
る
比
率
が
高
か
っ
た
も
の
は
、
こ
の
調
査
の
中
で
は
「
友
人
と
会
う
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
む

し
ろ
二
割
以
上
の
新
入
生
は
、
肯
定
的
に
回
答
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
注
目
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
項
目
で
は
「
C
D
や

テ
ー
プ
を
聞
く
」
の
項
目
の
比
率
が
高
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
総
務
庁
情
報
調
査
で
は
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
程
に
大
切

な
も
の
三
つ
ま
で
」
と
い
う
形
式
で
類
似
の
質
問
を
行
っ
て
い
た
。
回
答
項
目
も
異
な
る
の
で
、
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
大
学
生
の
肯

定
的
回
答
率
の
上
位
四
つ
を
挙
げ
る
と
、
「
テ
レ
ビ
」
（
六
一
・
九
％
）
、
「
電
話
」
（
五
四
二
％
）
、
「
親
や
友
人
な
ど
と
の
会
話
」
（
五

一
・
一
％
）
、
「
新
聞
」
（
三
〇
・
九
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
単
行
本
（
マ
ン
ガ
を
除
く
）
」
は
七
．
二
％
の
選
択
率
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
と
あ
え
て
比
べ
て
み
る
と
、
「
本
を
読
む
」
こ
と
が
一
般
の
大
学
生
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
「
電
話
を
か
け
る
」
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
重
要
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で
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
四
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
変
化
に
関
し
て
は
、
す
で
に
「
新
聞
」
の
低
下
傾
向
、
「
本
」
の
増
加
傾
向
、
「
テ
レ
ビ
」
の
低
下
傾
向
に
つ

い
て
は
前
項
ま
で
で
論
じ
た
。
そ
の
他
に
有
意
な
変
化
と
し
て
は
、
ま
ず
「
ラ
ジ
オ
を
聞
く
」
こ
と
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
る
ρ
パ
一
）
1
1

㎝
ヒ
唱
ハ
8
）
。
他
方
、
「
電
子
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
」
に
関
し
て
は
、
ゼ
ロ
か
ら
の
増
加
で
、
も
ち
ろ
ん
有
意
な
変
化
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
る
（
直
接
確
率
も
1
1
。
。
e
）
。

　
男
女
差
に
関
し
て
は
、
四
月
の
時
点
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
の
は
「
手
紙
」
（
四
・
四
％
対
四
七
・
七
％
霞
δ
）
”
轟
ω
。
。
℃
〈

b
。
一
）
と
「
電
話
」
（
二
九
・
八
％
対
五
二
・
三
％
臭
δ
）
”
①
曽
O
〈
b
一
）
お
よ
び
「
友
人
」
（
六
四
・
○
％
対
八
八
・
六
％
斗
誉
）

H
。
曽
o
〈
白
）
の
三
項
目
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
対
人
的
な
情
報
行
動
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
女
子
の
方
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。

「
家
族
」
に
関
し
て
も
同
様
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
（
三
九
・
五
％
対
五
四
・
五
％
辺
δ
）
”
器
ω
℃
〈
b
。
）
。
一
一
月
に
な
る
と
、
「
友

人
」
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
違
い
は
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
（
七
四
・
六
％
対
八
一
・
八
銘
）
、
「
手
紙
」
（
三
・
五
％
対
三
六
・

四
％
斗
ペ
一
）
”
ω
一
b
O
℃
〈
b
2
）
と
「
電
話
」
（
二
八
・
九
％
対
六
三
・
六
％
翼
ペ
一
）
0
5
這
o
〈
■
O
。
一
）
に
関
し
て
は
依
然
と
し
て
明

確
な
違
い
が
認
め
ら
れ
、
「
家
族
」
に
関
し
て
も
引
き
続
き
一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
（
三
三
・
三
％
対
五
〇
・
O
％
斗
ペ
一
）
一
ω
・
置

℃
〈
，
。
。
）
。

　
特
筆
し
た
い
点
は
、
男
子
学
生
の
方
は
、
一
人
で
利
用
可
能
な
メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
、
女
子
学
生
よ
り
も
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
一
一
月
の
時
点
で
、
逆
に
男
子
学
生
の
方
が
有
意
に
重
要
視
し
た
情
報
行
動
は
、
「
マ
ン
ガ
」
（
三
〇
・
七
％
対
一
三
・
六

％
一
蒐
（
一
）
”
“
，
o
。
一
〇
〈
●
8
）
、
「
ビ
デ
オ
」
（
二
三
・
七
％
対
九
・
一
％
斗
ペ
一
）
”
含
O
℃
〈
●
8
）
、
「
C
D
・
テ
ー
プ
」
（
七
五
・
四
％
対

五
四
・
五
％
料
醜
（
一
）
ー
①
・
3
℃
ハ
8
）
の
一
一
一
つ
で
あ
っ
た
。
女
子
と
の
比
較
の
み
か
ら
の
解
釈
で
あ
る
が
、
男
子
学
生
に
お
い
て
は
対

人
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
回
避
し
て
、
特
定
の
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
す
る
自
閉
的
な
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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メ
デ
ィ
ア
に
依
存
し
、
自
閉
的
空
間
の
中
で
メ
デ
ィ
ア
と
対
話
す
る
若
者
像
が
か
っ
て
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
メ

デ
ィ
ア
の
提
示
す
る
疑
似
環
境
と
現
実
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
り
、
時
に
は
メ
デ
ィ
ア
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
犯
罪
を
犯
す
こ
と
も

あ
る
、
と
い
っ
た
議
論
が
な
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
な
証
拠
に
基
づ
け
ば
、
こ
の
よ
う
な
単
純
化
し
た
議
論
は
決
し
て
成
り
立
つ

　
　
　
　
（
4
）

こ
と
は
な
い
。
本
調
査
が
明
ら
か
に
し
た
新
入
生
像
は
、
け
っ
し
て
そ
の
よ
う
な
若
者
像
に
近
く
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
で
も
男
子
学
生
の
一
部
に
は
、
他
者
と
の
間
に
介
在
す
る
手
段
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
よ
り
は
、
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
の
消
費

あ
る
い
は
他
者
を
遠
ざ
け
る
か
も
し
れ
な
い
メ
デ
ィ
ア
利
用
を
重
要
視
す
る
者
が
生
ま
れ
出
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
）
　
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
（
編
）
一
九
八
二
『
情
報
化
社
会
と
青
少
年
』
大
蔵
省
印
刷
局
お
よ
び
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
（
編
）
一
九
九
三

『
情
報
化
社
会
と
青
少
年
1
「
第
二
回
情
報
化
社
会
と
青
少
年
に
関
す
る
調
査
」
報
告
書
』
大
蔵
省
印
刷
局
。

（
2
）
　
筆
者
は
か
っ
て
、
無
藤
隆
（
編
）
一
九
八
七
『
テ
レ
ビ
と
子
ど
も
の
発
達
』
東
京
大
学
出
版
会
の
一
～
三
章
で
、
テ
レ
ビ
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す

　
影
響
の
問
題
を
論
じ
た
。
そ
の
資
料
は
す
で
に
古
く
な
っ
て
い
る
が
、
心
理
学
的
影
響
過
程
の
議
論
は
今
で
も
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
　
N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
（
編
）
一
九
九
六
『
日
本
人
の
生
活
時
間
・
一
九
九
五
i
N
H
K
国
民
生
活
時
間
調
査
ー
』
日
本
放
送
出
版
協
会
。

（
4
）
　
筆
者
は
、
村
田
光
二
（
一
九
九
一
）
「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」
（
無
藤
隆
（
編
）
『
子
ど
も
の
遊
び
と
発
達
－
児
童
心
理
学
講
座
一
一
巻
』
金
子

書
房
所
収
）
の
中
で
、
こ
の
問
題
を
論
じ
た
。

70

五
　
社
会
意
識
と
そ
の
変
化

　
こ
の
調
査
で
取
り
上
げ
た
社
会
意
識
は
複
数
の
質
問
を
行
っ
た
大
項
目
が
三
種
類
で
、
そ
れ
は
情
報
に
関
す
る
意
識
、
国
際
問
題
．
国

際
関
係
に
関
す
る
意
識
、
環
境
問
題
に
関
す
る
意
識
で
あ
る
。
情
報
に
関
し
て
は
四
月
調
査
で
は
、
情
報
に
対
す
る
態
度
と
テ
レ
ビ
の
情
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報
に
対
す
る
評
価
（
不
満
）
を
質
問
し
た
。
こ
の
後
者
の
み
一
一
月
調
査
で
も
た
ず
ね
た
。
国
際
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
国
際
問
題
の
関

心
程
度
、
外
国
人
と
の
交
流
経
験
、
ア
ジ
ア
の
対
日
観
の
推
測
、
各
国
際
問
題
の
重
要
性
判
断
、
対
米
輸
出
の
不
均
衡
、
コ
メ
の
市
場
開

放
、
日
本
の
安
全
保
障
、
外
国
人
労
働
者
観
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
対
米
輸
出
問
題
に
関
し
て
の
み
、
一
一
月
調
査
で
は
た
ず
ね
な
か

っ
た
。
環
境
問
題
に
関
し
て
は
、
自
然
環
境
に
対
す
る
態
度
と
環
境
リ
ス
ク
認
知
を
調
べ
た
。
そ
の
他
に
、
女
性
の
就
業
に
対
す
る
態
度

と
政
治
的
有
効
性
感
覚
を
そ
れ
ぞ
れ
質
問
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
四
種
類
の
項
目
の
結
果
を
順
次
報
告
し
、
そ
の
内
容
を
考
察
し
た
い
。
な
お
こ
の
節
で
は
、
他
の
節
と
異
な
り
、

図
表
の
番
号
と
注
記
の
番
号
は
項
目
単
位
に
付
け
た
。

五
－
一
　
情
報
に
関
す
る
意
識

情
報
に
対
す
る
態
度

　
情
報
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
、
総
務
庁
情
報
調
査
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
同
じ
質
問
を
入
学
時
に
行
っ
た
。
こ
の
質
問
は
日
常
用
語

で
用
い
る
「
態
度
」
に
ほ
ぼ
適
す
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
専
門
的
に
は
「
態
度
」
と
い
う
よ
り
も
情
報
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
欲
求
」

を
調
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
新
入
生
達
は
、
情
報
の
入
手
や
利
用
に
対
し
て
、
概
し
て
積
極
的
で
あ
っ
た
。
項
目
三
に
代
表
さ
れ
る
「
幅
広
く
知
る
」
点
に
関
し
て

も
、
項
目
八
、
九
に
代
表
さ
れ
る
「
深
く
知
る
」
点
に
関
し
て
も
、
多
く
の
人
が
欲
求
を
表
明
し
た
。
こ
れ
は
、
総
務
庁
情
報
調
査
の
大

学
生
に
関
す
る
結
果
（
P
ω
8
）
と
比
較
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
図
5
－
1
1
1
に
両
調
査
で
の
肯
定
的
回
答
比
率
を
棒
グ
ラ
フ
と
折

線
グ
ラ
フ
に
し
て
示
し
た
。
す
べ
て
の
項
目
に
わ
た
っ
て
、
新
入
生
の
方
が
肯
定
的
回
答
比
率
が
か
な
り
の
程
度
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
も
、
総
務
庁
情
報
調
査
で
は
、
大
学
生
の
肯
定
的
回
答
比
率
は
、
他
の
対
象
者
カ
テ
ゴ
リ
あ
る
い
は
対
象
者
全
体
（
十
歳
～
二
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＋総務庁情報調査

図5・1－1情報に対する態度

1世の中の出来事や流行
は人よ‘）早く知りたい方

である

2世tの中で話題になって
いることは詳しく知りた
い方である

3広くいろいろなことを
期っていたい方である

4テレビや新聞　雑誌な
どで知ったことは自分の
生活に積極的に取り人れ
たい方である

5家族や友人との会語で
は話題が限られてしまう
カである

6人の話を鵜呑みにせず
テレビや新聞　雑誌など
で情鰍が止確か確かめよ
うとする方である

7何か一つでもよいから
人から負けない程に詳し
く知っている領域を持ち
たい方である

8関心のあることを詳し
く知るためにはある程度

お金がかかってもかまわ
ない方である

91姐心0）あることを詳し

く知るためには時間を惜
しまない方である

九
歳
）
よ
り
も
、
多
く
の
項
目
で
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
、
以
上
の
よ
う
に
新
入
生
の
情
報
に
対
す
る
積
極
的
姿
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
次
の
点
に
関
し
て
は
留
保
が
必
要
で

あ
る
。
項
目
五
は
他
の
項
目
と
は
性
質
が
異
な
り
、
肯
定
し
た
か
ら
と
い
っ
て
情
報
へ
の
欲
求
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
項
目
へ
も
新
入
生
は
相
対
的
に
高
い
肯
定
回
答
率
を
示
し
て
い
た
（
二
丁
六
％
対
五
・
O
％
）
。
つ
ま
り
、
新
入
生
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は
い
ず
れ
の
項
目
に
も
無
差
別
に
肯
定
的
に
回
答
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
総
務
庁
情
報
調
査
は
、
（
推
測
で
あ

る
が
）
ア
ル
バ
イ
ト
の
調
査
員
に
よ
る
個
別
面
接
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
調
査
で
は
、
大
学
教
員
が
直
接
指
示
す
る
中
で
目

記
式
で
回
答
が
な
さ
れ
た
。
後
者
の
方
が
よ
り
黙
従
的
な
回
答
を
引
き
出
す
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
調
査
の
他
の
質

問
へ
の
回
答
全
体
か
ら
は
、
今
論
じ
た
よ
う
な
黙
従
傾
向
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
質
問
に
だ
け
そ
の
傾
向
が
示
さ
れ
た
可
能
性
は
非
常
に

低
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
な
り
高
い
肯
定
的
回
答
率
を
す
べ
て
額
面
通
り
受
け
取
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
調
査
を
繰
り
返

す
な
ど
も
っ
と
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
対
象
者
の
属
性
の
違
い
に
着
目
し
て
、
い
く
つ
か
の
分
析
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
「
研
究
1
」
受
講
者
と
非
受
講

者
の
差
を
検
討
し
た
。
こ
の
質
問
は
四
月
調
査
だ
け
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
受
講
の
効
果
を
調
べ
る
分
析
で
は
な
く
、
受
講
生
の
特
徴

を
考
え
る
た
め
の
分
析
で
あ
る
。
そ
の
結
果
い
く
つ
か
の
質
問
へ
の
回
答
で
若
干
の
比
率
の
差
異
は
認
め
ら
れ
た
が
、
統
計
的
な
意
味
で

有
意
な
水
準
に
達
し
た
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
男
女
間
の
差
も
検
討
し
た
が
、
や
は
り
は
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

　
興
味
深
い
結
果
は
、
現
役
入
学
者
と
浪
人
入
学
者
と
の
差
異
で
あ
る
。
両
者
の
回
答
を
比
較
す
る
と
、
多
く
の
項
目
で
浪
人
入
学
者
の

方
が
肯
定
率
が
高
く
、
情
報
獲
得
に
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
項
目
二
（
四
八
・
○
％
対
六
六
二
一
％
一

醜
（
一
）
1
1
㎝
・
謡
）
と
項
目
四
（
三
五
・
○
％
対
五
〇
・
八
％
一
憶
（
一
）
1
1
お
“
）
で
有
意
差
が
示
さ
れ
た
（
冴
く
・
8
）
。
他
に
も
項
目
六
（
三

四
・
○
％
対
四
九
・
二
％
）
と
項
目
九
（
五
三
・
O
％
対
六
六
・
二
％
）
で
一
定
の
傾
向
差
が
示
さ
れ
た
（
房
く
■
一
。
）
。
こ
の
差
異
が
何

に
由
来
す
る
の
か
、
本
調
査
か
ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
浪
人
入
学
者
の
好
ま
し
い
一
つ
の
側
面
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
だ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
逆
に
、
情
報
に
踊
ら
さ
れ
や
す
い
傾
向
や
、
情
報
が
な
い
事
態
へ
の
不
安
傾
向
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
前
期
日
程
入
試
に
よ
る
入
学
者
と
そ
の
他
の
入
学
者
の
差
も
、
一
項
目
に
お
い
て
だ
け
認
め
ら
れ
た
。
七
「
何
か
一
つ
で
も
よ
い
か
ら

人
か
ら
負
け
な
い
ほ
ど
に
詳
し
く
知
っ
て
い
る
領
域
を
持
ち
た
い
方
で
あ
る
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
他
の
入
試
入
学
者
の
方
が
肯
定
的
回
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答
率
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
（
四
九
・
二
％
対
七
一
・
八
％
斗
δ
）
”
2
£
o
〈
8
）
。
こ
れ
は
そ
の
他
入
試
入
学
者
が
、
「
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
と
し
て
自
己
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
後
期
日
程
入
試
あ
る
い
は
帰
国
子
女
特
別
選
抜
に
よ
る
入
学
者
は
、
従
来
の
一
般
的
で
総
合
的
な
学
力
検
査
で
は
な
い
入
試
に
よ
っ
て

合
格
し
、
数
の
上
か
ら
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
彼
（
女
）
ら
が
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
大
学
生
活
を
送
り
、
ど
の

よ
う
な
教
育
的
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
彼
（
女
）
ら
の
た
め
に
何
ら
か
の
教
育
上
の
配
慮
が
必
要
な
の
か
。
本
研
究
の
結

果
は
そ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
検
討
が
望
ま
れ
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
情
報
の
批
判
的
評
価

　
情
報
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
質
問
は
、
テ
レ
ビ
か
ら
の
惰
報
に
対
す
る
不
満
（
批
判
的
評
価
）
を
た
ず
ね
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

N
H
K
世
論
調
査
部
が
十
六
歳
以
上
の
国
民
を
母
集
団
に
し
て
、
一
九
九
一
年
一
一
月
に
実
施
し
て
二
六
四
九
名
か
ら
回
答
を
得
た
「
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
し
の
中
の
情
報
」
調
査
（
以
下
で
は
「
N
H
K
情
報
調
査
」
と
呼
ぶ
）
の
質
問
を
改
変
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
の
十
あ

る
質
問
項
目
は
す
べ
て
N
H
K
情
報
調
査
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
N
H
K
情
報
調
査
で
は
、
質
問
の
対
象
で
あ
る
テ
レ
ビ
を
、

「
N
H
K
」
と
「
民
放
」
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
回
答
を
求
め
て
い
た
。
ま
た
、
十
の
項
目
か
ら
肯
定
す
る
も
の
を
い
く
つ
で
も

選
択
し
て
も
ら
う
形
式
で
質
問
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
各
項
目
に
「
は
い
」
ま
た
は
「
い
い
え
」
の
二
肢
選
択
で
回
答
し
て
い
る
こ
と
と

解
釈
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
調
査
で
は
、
対
象
を
「
テ
レ
ビ
」
（
一
般
）
と
し
た
。
ま
た
、
回
答
形
式
を
「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ

う
思
わ
な
い
」
ま
で
の
五
肢
選
択
と
し
た
。

　
N
H
K
情
報
調
査
の
結
果
で
は
、
N
H
K
に
関
し
て
は
不
満
を
表
明
す
る
者
（
質
問
に
対
し
て
肯
定
的
に
回
答
す
る
者
）
が
二
割
を
超

え
た
項
目
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
他
方
、
民
放
に
対
し
て
不
満
を
表
明
す
る
者
は
五
項
目
で
二
割
を
超
え
、
中
に
は
半
数
を
超
え
る
も
の
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も
あ
っ
た
。
こ
れ
と
本
調
査
の
回
答
を
直
接
比
べ
る
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
肢
選
択
の
う
ち
の
最
も
肯
定
的
な

回
答
を
、
二
肢
選
択
の
肯
定
的
回
答
と
同
等
と
考
え
て
比
較
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
図
5
1
1
1
2
に
、
新
入
生
の
四
月
調

査
で
の
「
そ
う
思
う
」
へ
の
回
答
比
率
と
、
N
H
K
情
報
調
査
の
民
放
に
関
す
る
「
は
い
」
の
回
答
比
率
と
を
項
目
別
に
示
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
新
入
生
は
一
般
サ
ン
プ
ル
と
比
べ
て
、
よ
り
強
く
不
満
を
表
明
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
民
放
」
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
回

答
し
た
結
果
、
「
宣
伝
や
広
告
が
多
す
ぎ
る
」
の
項
目
で
は
む
し
ろ
一
般
サ
ン
プ
ル
の
方
が
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
無
視
し
て
い
る
」
「
内
容
が
難
し
く
て
わ
か
ら
な
い
」
の
二
項

目
で
ほ
ぼ
同
程
度
の
不
満
の
表
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
残
り
の
項

目
で
は
、
ど
れ
も
新
入
生
の
方
が
テ
レ
ビ
を
批
判
的
に
評
価
す
る

傾
向
に
あ
っ
た
。

　
新
入
生
の
こ
の
批
判
的
傾
向
は
半
年
た
っ
て
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
さ
ら
に
批
判
的
傾
向
は
増
大
し
た
。
五
段
階
評

定
の
尺
度
値
を
用
い
て
、
四
月
と
二
月
（
被
験
者
内
変
数
）
と

「
入
門
1
」
の
受
講
－
非
受
講
（
被
験
者
間
変
数
）
に
よ
る
2
×

2
の
分
散
分
析
を
実
施
す
る
と
、
賛
成
方
向
へ
の
変
化
が
有
意
で

あ
っ
た
項
目
が
認
め
ら
れ
た
。
項
目
三
（
黒
仁
8
）
ー
o
。
翰
O
〈

註
）
、
項
目
五
（
只
仁
3
）
”
卜
。
O
＄
℃
〈
6
2
）
、
項
目
六
（
閃

（
仁
3
）
桂
＝
O
う
く
O
一
）
、
項
目
七
（
閃
（
仁
3
）
ー
多
蟄
ロ
〈
■

8
一
）
の
四
項
目
で
あ
っ
た
。

70604D　　503010　　　2【】0

1嘘やつくり話がある

2一聾実を　 面lr向1二しカ・

捉えていない

3問題を1・分に解明し

ていない

4，きめ細かい情報にか

けている

5権威に対して弱い

6取りあげ方が興叫、本
位である

7．プライバンーを無視し

ている

8内容が難しくてわか
りにくい

9表現が平凡でつまら
ない

10宣レ、や広告が多す
ぎる

図54－2　テレビの情報に対する評価（不満）
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こ
の
分
析
か
ら
は
、
「
入
門
1
」
受
講
変
数
の
効
果
も
一
部
認
め
ら
れ
た
。
項
目
一
〇
で
は
非
受
講
者
の
方
が
よ
り
批
判
的
（
肯
定
的

な
回
答
）
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
閃
（
仁
8
）
U
9
8
0
〈
8
）
。
し
か
し
、
有
意
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
項
目
四
で
は
逆
に
受
講

者
の
方
が
よ
り
批
判
的
傾
向
が
示
さ
れ
た
（
黒
仁
3
）
1
1
器
ω
℃
〈
●
8
）
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
し
か
し
、
四
月
調
査
の
時
点
か
ら
認
め

ら
れ
た
も
の
で
、
「
入
門
1
」
の
受
講
に
よ
る
効
果
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
他
方
、
項
目
六
に
関
し
て
は
、
調
査
時
期
の
主
効
果
と
共
に
、
両
変
数
の
交
互
作
用
が
認
め
ら
れ
た
（
黒
仁
3
）
”
㎝
●
謡
o
〈
。
8
）
。

こ
れ
は
、
主
効
果
に
示
さ
れ
る
「
興
味
本
位
だ
」
に
賛
成
す
る
方
向
へ
の
変
化
は
、
非
受
講
者
の
み
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
（
M
“
一
・

五
六
↓
一
・
二
七
）
、
受
講
者
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
（
M
1
1
一
・
三
七
↓
一
・
三
四
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
し

「
入
門
1
」
の
受
講
の
効
果
で
あ
る
と
（
あ
る
程
度
強
引
に
）
解
釈
す
る
と
す
れ
ば
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
い
た
ず
ら
に
批
判
的
で

不
信
感
の
固
ま
り
で
あ
る
若
者
達
に
、
あ
る
程
度
穏
当
な
視
点
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
一
項

目
の
結
果
か
ら
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
他
の
項
目
の
結
果
全
体
か
ら
判
断
す
る
と
、
偶
然
の
産
物
と
解
釈
し
た
方
が
自

然
か
も
し
れ
な
い
。

　
全
体
を
通
じ
て
の
分
析
の
た
め
に
、
他
の
項
目
と
相
関
の
低
か
っ
た
項
目
八
を
除
い
た
九
項
目
の
尺
度
値
を
合
計
し
て
、
テ
レ
ビ
批
判

尺
度
を
構
成
し
た
。
こ
の
尺
度
の
信
頼
性
係
数
は
四
月
調
査
で
0
・
七
二
、
一
一
月
調
査
で
O
・
七
六
で
あ
っ
た
。
こ
の
尺
度
値
に
関
し

て
分
散
分
析
を
実
施
し
た
結
果
は
、
調
査
時
期
変
数
の
有
意
な
主
効
果
の
み
が
得
ら
れ
た
（
果
仁
竃
）
1
1
一
ω
詮
℃
〈
b
。
一
）
。
上
述
の
よ

う
に
、
新
入
生
は
半
年
間
で
、
テ
レ
ビ
の
情
報
に
関
し
て
よ
り
批
判
的
に
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

76

（
1
）
　
堤
轍
郎
・
白
石
信
子
　
一
九
九
二
　
人
び
と
が
、
い
ま
情
報
に
求
め
る
も
の
　
『
放
送
研
究
と
調
査
』
四
二
巻
五
月
号
　
一
八
～
三
五
頁
。



五
－
二
　
国
際
問
題
・
国
際
関
係
に
関
す
る
意
識

社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

　
国
際
問
題
・
国
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
最
も
多
く
の
質
問
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
社
会
研
究
入
門
1
の
授
業
の
中
で
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関

す
る
話
題
が
か
な
り
多
く
で
て
く
る
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
当
時
一
橋
大
学
で
は
、
四
年
一
貫
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
組
織
改

革
、
小
平
移
転
と
い
っ
た
一
連
の
大
学
改
革
を
推
進
し
て
い
た
が
、
社
会
学
部
で
は
独
自
に
、
大
学
院
社
会
学
研
究
科
に
地
球
社
会
専
攻

を
設
置
す
る
構
想
を
進
め
て
い
た
。
こ
れ
は
地
球
社
会
の
課
題
に
挑
戦
す
る
新
し
い
大
学
院
と
し
て
、
学
部
の
基
礎
を
持
た
な
い
独
立
専

攻
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
的
な
諸
問
題
の
検
討
は
、
社
会
学
部
の
中
心
的
テ
ー
マ

の
一
つ
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
う
い
っ
た
国
際
的
諸
問
題
に
、
入
学
し
て
く
る
学
生
達
は
ど
ん
な
意
識
や
態
度
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
調
査
で
は
、
N
H
K
が
一
九
九
三
年
に
実
施
し
た
「
日
本
人
の
国
際
意
識
」
に
関
す
る
調
査
（
以
下
で
は
「
N
H
K
国
際
調
査
」
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ぶ
）
を
参
考
に
し
て
、
質
問
を
作
成
し
た
。
新
入
生
の
回
答
を
、
以
下
で
順
次
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
際
問
題
へ
の
関
心

　
最
初
に
た
ず
ね
た
質
問
は
、
「
世
界
の
動
き
や
地
球
全
体
の
こ
と
な
ど
の
国
際
問
題
」
へ
の
関
心
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
新
入
生
が
「
お
お
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
」
（
三
四
・
五
％
）
ま
た
は
「
あ
る
程
度
の
関
心
を
持
っ
て
い
る
」
（
五
六
・
○

％
）
と
答
え
た
。
こ
の
高
い
関
心
を
示
す
回
答
比
率
は
、
一
一
月
に
な
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
。

　
N
H
K
国
際
調
査
の
結
果
と
比
べ
る
と
、
「
あ
る
程
度
の
関
心
」
の
比
率
（
五
九
・
一
％
）
に
は
差
は
な
い
が
、
「
お
お
い
に
関
心
」
の

比
率
が
（
一
七
・
三
％
）
が
、
新
入
生
の
方
が
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
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国
際
問
題
の
重
要
性
判
断

　
ど
う
い
っ
た
国
際
的
な
問
題
を
重
要
だ
と
判

断
し
て
い
る
の
か
、
一
一
の
問
題
を
提
示
し
て

三
つ
を
選
択
し
て
も
ら
う
質
問
を
行
っ
た
。
こ

の
質
問
は
N
H
K
国
際
調
査
と
同
じ
選
択
肢
を

用
い
た
が
、
そ
こ
で
は
い
く
つ
で
も
選
択
可
能

な
形
式
で
実
施
さ
れ
た
。
図
5
1
2
1
1
に
四

月
調
査
の
選
択
率
と
、
回
答
形
式
は
異
な
る
が

N
H
K
国
際
調
査
の
選
択
率
を
併
せ
て
示
し
た
。

　
新
入
生
の
最
も
多
く
が
重
要
だ
と
判
断
し
た

国
際
問
題
は
、
N
H
K
国
際
調
査
に
お
け
る
一

六
歳
以
上
の
一
般
国
民
の
結
果
と
同
じ
く
、
地

球
環
境
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
学
部

新
入
生
が
選
択
し
た
第
二
位
は
「
人
種
・
民

族
・
宗
教
問
題
」
で
あ
っ
て
、

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
冷
戦
が
終
わ
っ
た
後
の
国
際
秩
序
」

　
一
一
月
に
お
け
る
変
化
を
検
討
す
る
と
、

806040200

鶴鰯瀬’葬モ腰卜
雪
鮒
、
　
ひ

購勢

蕪轟験 臨～亭5蝋…蕊糟

鍼i蕪瞬梅、 烹肥懲榊彗彰’轡二甥㌦ツ
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男彰聾∫

幽 塾　一

簑繍’

衆

響麟麟＾

誤転だミ

㌔猟 皿　　　4月調査

◇一NHK国際調査

灘轡、 ’二＝’漉“

　　　　食糧問題

資源・エネルギー問題

　　　　人権問題

人種・畏族・宗教問題

こ
れ
は
N
H
K
国
際
調
査
で
は
第
五
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
。

こ
の
選
択
率
は
N
H
K
国
際
調
査
の
結
果
を
上
回
っ
た
。

　
　
　
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
「
核
兵
器
を
め
ぐ
る
問
題
」
の
選
択
率
が
有
意
に
増
大
し
た

図5－2－1　重要な国際問題

　
　
　
　
講
　
出
ハ
　
　
界
　
際

　
　
　
　
先
の
　
核
　
　
　
　
世
　
冷
国

　
　
　
　
　
　
　
三
つ
ま
で
の
選
択
に
限
定
さ
れ

　
同
様
に
選
択
率
が
上
回
っ
た
項
目
は
、
他
に
は

題
　
　
擦
　
国
　
　
題
　
　
争
　
　
滞
　
の
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摩
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国
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二
八
・
七
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社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

Q．日本との貿易で大きな赤字をかかえるアメリカでは，「日本の輸出を厳しく

　　おさえていくしかない」という声もでています．これにっいて，あなたはど

　　のようにお感じになりますか？　以下の意見の中であなたの考えに最も近い

　　ものをお答え下さい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月調査　　N　H　K調査

1．日本は世界の貿易ルールに違反しているわけで

　　はないのだから，その主張は納得できない　　　　20．2％　　　　9，9％

2．これからもアメリカとの関係を保っていくため

　　には，多少の譲歩はやむをえない　　　　　　’　11．9％　　　25．5％

3，アメリカあっての日本なのだから，アメリカの

　言い分を全面的にうけいれていくべきだ　　　　　　OO％　　　　1．7％

4．日本にとって正当な要求は主張し1改めるべき

　　ところは改めていく　　　　　　　　　　　　　63．7％　　　54．1％

図5－2－2対米輸出不均衡に関する質問と回答

　
　
　
　
　
　
（
3
）

％
翼
ボ
刈
●
曽
℃
〈
白
）
。
他
の
項
目
の
選
択
率
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か

っ
た
中
で
、
こ
の
増
大
は
際
だ
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
一
九
九
五
年

の
九
月
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
が
国
際
社
会
の
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
ム
ル

ロ
ア
環
礁
で
核
実
験
を
実
施
し
た
こ
と
が
、
強
く
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

他
の
項
目
で
は
、
選
択
者
の
少
な
か
っ
た
「
人
権
問
題
」
の
選
択
率
が
い
く

ら
か
伸
び
た
（
八
・
三
％
ー
一
四
・
八
％
斗
N
1
1
G
。
さ
℃
〈
り
8
）

　
男
女
に
よ
る
差
は
い
ず
れ
の
項
目
に
お
い
て
も
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。対

米
輸
出
の
不
均
衡

　
日
本
に
直
接
関
わ
る
個
別
の
国
際
問
題
に
関
し
て
も
い
く
つ
か
質
問
を
実

施
し
た
。
ま
ず
、
貿
易
黒
字
と
日
米
摩
擦
を
背
景
と
し
た
対
米
輸
出
の
不
均

衡
の
問
題
に
関
し
て
、
図
5
－
2
1
2
の
質
問
を
四
月
調
査
の
み
で
実
施
し

た
。
図
の
選
択
肢
の
部
分
に
は
、
そ
の
選
択
比
率
と
、
ほ
ぼ
同
じ
質
問
を
実

施
し
た
N
H
K
国
際
調
査
に
お
け
る
選
択
率
を
示
し
た
（
「
そ
の
他
」
「
わ
か

ら
な
い
」
の
二
項
目
は
除
い
た
）
。

　
選
択
比
率
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
は
、
一
般
に
自
主
・
独
立
的
な
姿
勢
が

好
ま
れ
て
い
る
が
、
新
入
生
は
特
に
ア
メ
リ
カ
に
追
随
す
る
こ
と
を
嫌
う
傾
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Q．自由貿易を守り発展させるための国際貿易交渉で日本はコメの市場開放を迫

　　られていますが，あなたのご意見は，次の甲，乙2つのうち，どちらの考え

　　に近いですか？　下の1～5の中から1っを選んでお答えください．

　甲1自由貿易に影響があっても，コメだけは守らなければならず，受け入れる

　　べきではない

乙：自由貿易を守るために，コメに影響があっても，受け入れるべきだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月調査　　ll月調査　　N　H　K調査

　　1．甲に近い　　　　　　　　　　1L9％　　　15．5％　　　27．9％

　　2．どちらかといえば，甲に近い　　26、2％　　　22．0％　　　18．9％

　　3．どちらかといえば，乙に近い　　42，9％　　　33．3％　　　23．4％

　　4．乙に近い　　　　　　　　　　13．1％　　　25．0％　　　20．6％

図5－2－3　コメの市場開放に関する質問と回答

向
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

コ
メ
の
市
場
開
放

　
国
際
貿
易
交
渉
（
ガ
ッ
ト
の
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
日
本
が
迫
ら
れ
て
い
た

コ
メ
の
市
場
開
放
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
質
問
を
四
月
、
一
一
月
と
も
に
実
施
し
た
。

そ
の
内
容
と
結
果
の
選
択
比
率
に
関
し
て
は
、
同
様
の
N
H
K
国
際
調
査
で
の
結
果

と
と
も
に
図
5
1
2
1
3
に
示
し
た
（
「
わ
か
ら
な
い
」
は
除
い
た
）
。

　
表
か
ら
読
み
と
れ
る
よ
う
に
、
国
民
一
般
の
意
見
は
自
由
化
と
保
護
政
策
と
が
量

的
に
拮
抗
し
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
新
入
生
で
は
コ
メ
の
自
由
化
推
進
論
者
が
多
数

派
を
占
め
た
。
こ
の
傾
向
は
半
年
後
に
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
立
場
で

も
、
態
度
が
よ
り
極
性
化
し
た
傾
向
が
読
み
と
れ
る
だ
ろ
う
。

外
国
人
労
働
者
観

　
外
国
人
労
働
者
が
日
本
国
内
で
就
業
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
を
図
5
1
2
1
4

に
掲
げ
た
質
問
で
た
ず
ね
た
。
こ
こ
で
も
、
四
月
調
査
、
一
一
月
調
査
、
N
H
K
国

際
調
査
の
結
果
を
図
中
に
示
し
た
。

　
新
入
生
の
回
答
は
四
月
の
時
点
で
も
ほ
ぼ
半
数
の
者
が
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
に
賛
成
し
て
お
り
、
そ
の
比
率
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
一
一
月
に
は
増
加
し
た
。
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社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

Q．今の法律では，工場や工事現場で単純な作業をする外国人は，日本に滞在し

　　て働くことが認められていません．しかし人手不足に悩む企業のなかには，

　　このような外国人労働者が仕事につくことを認め，正式に雇えるようにすべ

　　きだと考えているところもあります．あなたはこの考えに賛成ですか反対で

　　すか？

　　　　　　　　　　　　　4月調査　　11月調査　　N　H　K調査

　　　　1．賛成　　　　　　49．1％　　　564％　　　　64．5％

　　　　2．反対　　　　　　21。0％　　　19．6％　　　20．6％

　　　　3．わからない　　　　29．9％　　　23。9％　　　　14．9％

図5－2－4外国人労働者観に関する質問と回答

た
だ
し
、
ウ
ィ
ル
コ
ク
ソ
ン
の
符
号
つ
き
ラ
ン
ク
検
定
で
は
こ
の
傾
向
は
有
意
に
は
至
ら
な

か
っ
た
（
N
四
一
D
o
。
O
唱
く
■
8
）
。
し
か
し
、
こ
の
質
問
に
関
し
て
は
新
入
生
の
「
国
際
化
」
に

関
す
る
態
度
は
、
一
般
サ
ン
プ
ル
よ
り
も
保
守
的
で
慎
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
態
度

を
保
留
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
調
査
全
体
か
ら
は
、
一
橋
大

学
社
会
学
部
新
入
生
達
は
国
際
化
に
積
極
的
な
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
が
、
す
べ

て
の
側
面
に
関
し
て
無
差
別
に
そ
の
姿
勢
を
維
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
質
問
で
は
、
賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
自
由
記
述
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結

果
、
賛
成
の
理
由
と
し
て
多
く
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
「
外
国
人
労
働
者
の
人
権
保
護
の
た

め
」
「
経
済
活
動
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
」
「
反
対
す
る
理
由
が
な
い
」
「
国
際
化
の
一
手
段
」

と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
反
対
の
理
由
と
し
て
多
く
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
「
日
本

人
の
失
業
者
を
招
く
」
「
事
前
の
対
策
の
不
足
」
「
治
安
の
悪
化
」
「
現
行
法
の
遵
守
」
な
ど

で
あ
っ
た
。

日
本
の
安
全
保
障

日
本
の
安
全
保
障
の
問
題
に
関
し
て
も
、
N
H
K
国
際
調
査
の
質
問
項
目
と
ほ
ぼ
同
じ
質

問
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
と
結
果
を
図
5
1
2
－
5
に
掲
げ
た
が
、
そ
の
う
ち
3
の
選
択
肢

は
、
こ
の
調
査
で
新
た
に
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
そ
の
他
」
「
わ
か
ら
な
い
」

の
二
項
目
は
除
い
て
示
し
た
。
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Q．あなたはこれからの日本の安全を守っていくうえで，どのような方法が一番

　良いとお考えですか？　以下の意見の中であなたの考えに最も近いものをお

　答え下さい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　4月調査　　U月調査　　N　H　K調査

1．ある程度の防衛力を持ち，国連だけ

　　に保障を求めていく　　　　　　　　15，0　　　144　　　　15・3

2．ある程度の防衛力を持って，アメリ

　　カとの協力関係を重視していく　　　　7．2　　　　7．8　　　　47．9

3．ある程度の防衛力を持って，アジア

　諸国との協力関係を重視していく　　　46。1　　　44．3

4．わが国独自の防衛力だけで，外国か

　　らの侵略に備えていく　　　　　　　　4．2　　　　2．4　　　　5．8

5．いっさいの防衛力をもたないで，中

　立を保っていく　　　　　　　　　　24．6　　　23．4　　　　23，0

図5－2－5　日本の安全保障に関する質問と回答

特
徴
的
な
結
果
は
、
付
け
加
え
た
「
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
協
力
関
係
の
重

視
」
の
項
目
を
選
択
す
る
者
が
、
か
な
り
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
一
般
国

民
の
多
数
意
見
が
「
ア
メ
リ
カ
重
視
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
か
な
り
隔

た
っ
た
結
果
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
N
H
K
国
際
調
査
の
中
に
も
こ
の
項
目
が
あ
っ
た
場
合
の

回
答
分
布
は
、
大
き
く
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
N
H
K
国
際

調
査
の
対
象
者
（
一
六
歳
以
上
の
国
民
）
の
中
で
「
生
徒
学
生
」
が
占
め

た
比
率
は
七
・
八
％
で
あ
り
、
も
っ
と
年
齢
層
の
高
い
人
々
の
意
見
が
そ

の
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
時
期
の
二
年
間
の
ズ
レ
は
、

こ
う
い
っ
た
問
題
の
回
答
に
決
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
入
学
時
か
ら
見
ら
れ
る
ア
ジ
ア
重
視
の
比
率
の
高
さ
は
、
特
筆
す

べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ア
ジ
ア
の
対
日
観
の
推
測

協
力
関
係
を
重
視
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
た
そ
の
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
、

日
本
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
う
か
、
八
項
目
に
関
し
て
た

ず
ね
た
。
こ
の
質
問
も
、
N
H
K
国
際
調
査
の
質
問
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
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社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

　
各
項
目
に
肯
定
的
回
答
を
し
た
者
の
比
率
を
図
5
－
2
－
6
に
示
し
た
。
こ
の
図
に
は
四
月
調
査
、
一
一
月
調
査
、
お
よ
び
N
H
K
国

際
調
査
の
結
果
を
示
し
た
。
ま
た
、
項
目
は
日
本
に
対
し
て
好
意
的
評
価
を
し
て
い
る
項
目
と
批
判
的
評
価
を
し
て
い
る
項
目
と
に
分
類

し
て
結
果
を
示
し
た
（
項
目
番
号
が
調
査
用
紙
上
で
の
順
番
）
。

　
新
入
生
に
明
白
な
傾
向
は
、
「
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
が
批
判
的
に
見
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
推
測
し
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
批
判
的
評
価
項
目
に
同
意
す
る
者
が
、
絶
対
的
に
も
、
一
般
サ
ン
プ
ル
と
比
較
し
て
も
多
か
っ
た
。
好
意
的
評
価
項
目
に
同
意
し

な
い
者
も
多
か
っ
た
が
、
項
目
3
の
「
ア
ジ
ア
で
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結
果
よ
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す

「
過
去
の
ア
ジ
ア
ヘ
の
侵
略
戦
争
の
反
省
が
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

な
い
」
に
同
意
す
る
者
の
比
率
だ
け
は
、
統
計
的
　
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

に
有
意
に
増
大
し
た
ρ
『
o
。
。
お
O
〈
2
）
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
、
「
同
じ
ア
ジ
ア
人
と
し
て
親
近
感
を
も
た
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
化
家
力
視
争
威
壊
　

i

て
い
る
」
の
項
目
で
は
、
男
子
は
ほ
ぼ
一
定
の
賛
　
　
　
　
近
　
　
代
　
　
国
　
　
尽
　
　
軽
　
　
戦
　
　
脅
　
　
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
近
和
に
ア
略
的
然

成
率
だ
．
た
が
（
九
．
斐
±
・
．
七
％
）
、
　
1
3
評
醐
卿
蝦
㈹
鮪

女
子
だ
け
が
賛
成
率
を
増
大
し
た
（
六
・
五
％
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞳

難鱒塞

雛鶴繍糠魍鞭繍蕪

∫～｛ず

ずF　　　、　蛍

　晦蜘ナ

灘雛野籔雛揃輩疇罫騰擬獺撚繍鍵雛

撫需薯鷺離賊亨：’、・．、、、 驚灘 2鵜 ・藻8監

触趨購、騨

中轍 1廷躍㌔よ、漁ピ輝 轍幾瞼ジ嵩ζ
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二
一
・
七
％
一
直
接
確
率
℃
〈
’
8
）
。
そ
の
結
果
、
一
一
月
の
時
点
の
こ
の
項
目
の
回
答
比
率
に
男
女
差
が
認
め
ら
れ
た

く
●
8
）
。
男
女
差
が
認
め
ら
れ
た
の
は
こ
の
場
合
だ
け
で
あ
っ
た
。

璽
H
き
『
℃

外
国
人
と
の
交
流
経
験

　
外
国
人
と
の
交
流
経
験
に
関
し
て
は
、
十
の
行
動
項
目
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
の
有
無
を
た
ず
ね
た
。
こ
れ
も
N
H
K
国
際
調

査
の
質
問
を
使
用
し
た
が
、
よ
り
表
面
的
交
流
で
多
く
の
人
が
実
行
可
能
な
項
目
と
し
て
、
「
外
国
人
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
」
を
最
初
に

付
け
加
え
た
。
こ
の
項
目
か
ら
少
し
ず
つ
親
密
な
水
準
の
行
動
を
、
「
家
族
・
親
戚
が
国
際
結
婚
を
し
た
」
ま
で
並
べ
た
質
問
で
あ
る
。

な
お
、
「
仕
事
で
外
国
に
長
期
（
一
ヶ
月
以
上
）
出
張
し
た
」
は
大
学
生
に
無
関
連
な
項
目
で
あ
る
の
で
除
き
、
一
部
の
項
目
の
言
い
回

し
を
変
え
て
使
用
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
図
5
1
2
1
7
に
示
し
た
。
外
国
人
と
の
交
流
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
新
入
生
は
か
な
り
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
読
み
と
れ
る
。
必
ず
し
も
現
地
の
人
と
「
交
流
」
し
な
く
て
も
可
能
な
「
観
光
旅
行
」
を
経
験
し
た
比
率
は
一
般
国
民
と
比
べ
て
高
く

な
い
が
、
「
会
話
」
「
手
紙
」
「
友
達
づ
き
あ
い
」
と
い
っ
た
個
人
的
、
対
人
的
経
験
の
比
率
は
N
H
K
国
際
調
査
の
結
果
の
二
倍
程
度
の

値
を
示
し
て
い
る
。
四
月
調
査
の
結
果
か
ら
、
こ
れ
ら
の
国
際
交
流
の
経
験
の
豊
富
な
人
々
が
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
に
入
学
し
や
す
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
同
時
に
、
そ
の
経
験
は
在
学
中
の
半
年
で
も
か
な
り
の
程
度
増
大
し
て
い
る
。
経
験
比
率
の
増
加
が
統
計
的
に
有
意
な
水
準
に

達
し
た
項
目
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
あ
い
さ
つ
」
ρ
・
。
”
一
〇
．
器
で
く
。
。
一
）
、
「
会
話
」
ρ
『
＝
b
o
。
℃
〈
b
2
）
「
観
光

旅
行
」
（
直
接
確
率
℃
”
●
8
）
「
外
国
語
」
ρ
・
。
”
F
N
。
。
O
〈
b
。
一
）
「
手
紙
」
衆
“
N
2
。
唱
く
。
2
）
「
友
達
づ
き
あ
い
」
（
直
接
確
率
℃

タ
忠
）
」
。
こ
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
条
件
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
あ
い
さ
つ
」
「
会
話
」
そ
し
て
特
に
「
友
達
づ
き
あ
い
」
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と
い
う
側
面
に
関
し
て
は
、
多
数
の
留
学
生
と
日
常
的
な
交
流
の
可
能
な
一
橋
大
学
で
の
学
生
生
活
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。
平
成
七
年
度
『
一
橋
大
学
概
要
』
に
よ
れ
ば
、
学
部
の
外
国
人
留
学
生
数
は
一
年
生
で
二
七
名
、
合
計
一
一
七
名
で

あ
っ
た
。
社
会
学
部
は
比
較
的
留
学
生
が
少
な
く
（
合
計
一
二
名
）
、
一
年
の
留
学
生
は
一
名
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
学
部
を
超
え
て
交
流

可
能
な
ク
ラ
ス
制
度
が
他
学
部
の
留
学
生
と
の
交
流
を
可
能
と
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
外
国
人
の
居
住
施
設
で
あ
る
国
際
交

oo
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

　　　　　　0　　　　　　　　　20　　　　　　　　40　　　　　　　　60　　　　　　　　80

舞　　　　　　　　　　　　　　　　列㎏略、，巨醐瀬

＾・ぐ＝喚籔齢贈彰混踏琢紗鈴聯黙艶　　　　㈱

ミ嘱畿離　謹シ縄

ぎ憲勢協5多郷へ』紬べ驚

韓瀬§ 辮

男　㌔r

　　　園撒

1「あいさつ」

　　2，「会話」

3，「観光旅行」

　4，「外国語」

　　5，「手紙」

6．「友達づきあい」

　　7，「仕事」

　8「泊めた」

　　9，「留学」

10．「国際結婚j

1！，どれもない

図5－2－7　外国人との交流経験

806040200

亟磁鶴鍵～～ 前
留

え鞭外　1 鰯鱒

騰雛魏舞， 韓識i璋定

團

冠軋〕 ㌔悠鳳

事

1「あいさつ」

2．「会話1

3「観光旅行』

4「外国語」

5．「手紙」

6，「友達づきあい」

図5－2－8　外国人との交流経験の性差
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流
会
館
の
存
在
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
以
上
の
傾
向
は
、
か
な
り
の
程
度
女
子
学
生
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
統
計
的
に
有
意
な
水
準
に
達
し
た
も
の
は
二
つ

だ
け
だ
っ
た
が
、
す
で
に
四
月
の
時
点
で
す
べ
て
の
項
目
（
「
ど
れ
も
な
い
」
は
除
く
）
で
、
女
子
の
交
流
経
験
率
は
男
子
を
上
回
っ
て

い
た
。
一
一
月
に
な
る
と
そ
の
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
図
5
1
2
－
8
に
は
一
一
月
調
査
の
男
女
別
結
果
を
、
交
流
経
験
の
多
い
六
項

目
に
関
し
て
示
し
た
。

　
こ
の
図
か
ら
、
一
橋
大
学
学
生
の
国
際
交
流
は
、
人
数
的
に
は
少
数
派
で
あ
る
女
子
学
生
の
方
が
推
進
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
多
数
派
を
占
め
る
男
子
学
生
に
お
い
て
も
、
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
国
際
交
流
が
進
ん
で
い
る
の
か
ど
う
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
問
題
は
、
こ
の
調
査
で
調
べ
ら
れ
た
よ
う
な
量
的
指
標
だ
け
で
は
な
く
、
交
流
の
質
・
内
容
に
関
わ

っ
て
議
論
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

86

（
1
）
　
門
田
允
宏
・
小
林
憲
一
　
一
九
九
三
　
日
本
人
の
国
際
意
識
～
．
串
o
。
国
民
世
論
調
査
か
ら
～
　
「
放
送
研
究
と
調
査
』
四
三
巻
七
月
号
　
二

　
四
～
二
九
頁
、
七
二
～
七
七
頁
（
単
純
集
計
結
果
）
。

（
2
）
　
実
際
に
は
「
入
門
1
」
の
受
講
－
非
受
講
に
よ
る
差
異
は
、
こ
こ
で
の
い
ず
れ
の
質
問
へ
の
回
答
に
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
本
節
で
は

　
言
及
し
て
い
な
い
。

（
3
）
　
マ
ッ
ク
ネ
マ
ー
の
有
意
変
化
の
検
定
に
よ
る
。
後
の
対
応
の
あ
る
ニ
カ
テ
ゴ
リ
デ
ー
タ
の
場
合
は
原
則
と
し
て
こ
の
検
定
を
用
い
た
。

五
－
三
　
環
境
問
題
に
関
す
る
意
識

　
地
球
環
境
問
題
は
、
こ
の
調
査
結
果
で
も
、

N
H
K
国
際
調
査
の
結
果
で
も
、
最
も
多
く
の
人
が
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
、
そ
れ
こ
そ



地
球
規
模
の
大
問
題
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
一
九
九
二
年
に
N
H
K
が
実
施
し
た
環
境
意
識
調
査

　
（
1
）

と
呼
ぶ
）
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
大
問
題
の
ご
く
一
部
に
関
し
て
質
問
を
試
み
た
。

（
以
下
で
は
「
N
H
K
環
境
調
査
」

社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

環
境
問
題
に
対
す
る
態
度

　
初
め
に
環
境
問
題
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
意
見
に
対
す
る
賛
否
を
た
ず
ね
た
。
し
か
し
、
こ
の
質
問
項
目
の
中
に
は
、
事
実
認
識
を
た

ず
ね
る
も
の
や
あ
い
ま
い
な
内
容
の
も
の
が
あ
り
、
意
見
や
態
度
を
調
べ
る
項
目
と
し
て
は
適
切
で
な
い
も
の
も
あ
る
と
調
査
実
施
後
に

判
断
さ
れ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
回
答
者
自
身
の
行
動
に
も
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
項
目
に
関
す
る
結
果
だ
け
を
報
告
す
る
。

　
一
つ
が
「
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
今
よ
り
不
便
な
生
活
を
し
て
も
よ
い
」
と
い
う
意
見
に
、
賛
成
か
ら
反
対
ま
で
の
五
段
階
で
回
答

を
求
め
た
設
問
で
あ
る
。
四
月
の
時
点
の
平
均
値
が
二
・
六
七
、
一
一
月
に
は
二
・
七
四
で
、
い
ず
れ
も
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」

と
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
の
間
に
位
置
し
た
。
「
反
対
」
方
向
に
回
答
し
た
者
も
、
い
ず
れ
も
三
割
弱
見
ら
れ
た
。
な
お
、
女
子

（
四
月
↓
一
一
月
の
順
に
M
H
二
・
四
〇
↓
二
・
三
九
）
の
方
が
男
子
（
M
肪
二
・
七
六
↓
二
・
八
八
）
よ
り
も
、
賛
成
す
る
傾
向
が
強

か
っ
た
（
只
一
〇
“
）
1
1
N
b
N
N
（
一
9
）
1
1
N
●
器
℃
o
D
〈
。
8
）
。

　
も
う
一
つ
が
「
環
境
を
守
る
た
め
に
、
自
動
車
の
利
用
を
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
へ
の
賛
否
を
た
ず
ね
る
質
問
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
平
均
値
が
四
月
調
査
で
は
二
・
三
五
、
一
一
月
調
査
で
は
二
・
三
三
で
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
に
か
な
り
近
い
位
置
で

あ
っ
た
。
こ
の
質
問
で
「
反
対
」
方
向
に
回
答
し
た
者
は
、
い
ず
れ
も
一
割
強
程
度
で
あ
っ
た
が
、
自
分
の
行
動
と
し
て
回
答
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

わ
け
で
は
な
い
。
環
境
問
題
は
共
益
と
私
益
の
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
配
慮
行
動
を
測
定
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
方
が
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
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5454
3
，
53

　　L原子力発電所

　2．農業や化学肥料

3．開発による森杯破壊

4JIIや湖などの汚染

5．工場などによって

起きる大気汚染

6，自動車の排気ガスに

よって起きる大気汚染

7．地球温暖化によって

起こる気温の上昇

図5－3－1　環境リスク認知

環
境
リ
ス
ク
認
知

　
次
に
、
環
境
に
と
っ
て
危
険
な
事
項
の
危
険
度
の
認
知
（
環
境
リ
ス
ク

認
知
）
を
、
七
つ
の
事
項
（
項
目
）
に
つ
い
て
調
べ
た
。
具
体
的
に
は
図

5
－
3
1
1
に
あ
る
項
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
開
発
に
よ
る
森
林
破

壊
」
は
こ
の
調
査
で
追
加
し
た
項
目
で
あ
っ
た
が
、
他
の
六
つ
は
N
H
K

環
境
調
査
で
調
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
N
H
K
環
境
調
査
で
は
各
項
目

が
独
立
し
て
質
問
さ
れ
て
い
た
が
、
「
全
く
危
険
は
な
い
と
思
う
」
か
ら

「
極
め
て
危
険
だ
と
思
う
」
ま
で
の
五
段
階
の
尺
度
上
に
回
答
を
求
め
た

点
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

　
一
一
月
調
査
の
結
果
と
、
N
H
K
環
境
調
査
の
結
果
を
併
せ
て
図
5
1

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

3
1
1
の
中
に
示
し
た
。
最
も
環
境
リ
ス
ク
認
知
が
高
か
っ
た
項
目
は
、

追
加
し
た
「
開
発
に
よ
る
森
林
破
壊
」
（
M
”
四
・
四
五
）
で
あ
り
、
「
極

め
て
危
険
だ
と
思
う
」
人
だ
け
で
過
半
数
に
の
ぼ
っ
た
（
五
七
・
一
％
）
。

他
に
も
四
つ
の
項
目
で
平
均
値
が
四
点
を
超
え
、
概
し
て
強
い
リ
ス
ク
認

知
を
示
し
た
。
比
較
的
危
険
と
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
項
目
は
「
原
子
力
発

電
所
」
と
「
農
薬
や
化
学
肥
料
」
の
二
つ
で
、
こ
の
点
は
N
H
K
環
境
調

査
で
も
同
じ
結
果
で
あ
っ
た
。

　
四
月
か
ら
一
一
月
へ
の
変
化
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
つ
の
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項
目
で
よ
り
危
険
と
認
知
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
「
川
や
湖
な
ど
の
汚
染
」
と
「
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
大
気
汚
染
」

の
二
つ
の
増
加
が
、
統
計
的
に
有
意
な
水
準
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
（
順
に
ド
（
5
0
。
）
1
1
謡
合
只
5
0
。
）
”
謡
o
。
も
ω
〈
。
8
）
。

　
こ
の
七
項
目
の
回
答
は
相
互
に
相
関
が
高
か
っ
た
の
で
、
合
計
点
を
求
め
て
環
境
リ
ス
ク
認
知
の
尺
度
と
し
た
（
四
月
貸
湖
あ
旧
一

一
月
Ω
1
1
、
ミ
）
。
こ
の
尺
度
得
点
を
従
属
変
数
に
し
て
、
「
入
門
1
」
の
受
講
－
非
受
講
（
被
験
者
間
変
数
）
と
調
査
時
期
（
四
月
－
一

一
月
い
被
験
者
内
変
数
）
を
独
立
変
数
に
し
た
2
×
2
の
分
散
分
析
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
一
一
月
の
方
が
よ
り
環
境
リ
ス
ク
認

知
が
高
ま
る
と
い
う
調
査
時
期
の
主
効
果
が
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
（
閃
（
仁
竃
）
1
1
“
。
お
℃
ハ
8
）
、
受
講
の
有
無
の
主
効
果
も
認

め
ら
れ
た
（
黒
仁
望
）
目
。
b
。
一
℃
〈
。
8
）
。
後
者
の
結
果
は
、
受
講
者
の
方
が
よ
り
環
境
リ
ス
ク
認
知
が
一
貫
し
て
高
か
っ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
の
意
義
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
入
門
1
」
の
教
育
効
果
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
環
境
の
危

険
性
を
よ
く
認
識
し
て
い
る
問
題
意
識
の
高
い
、
あ
る
い
は
単
に
不
安
感
が
高
い
層
が
受
講
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
尺
度
値
に
は
男
女
差
も
認
め
ら
れ
た
。
四
月
に
お
い
て
も
（
久
5
㎝
）
得
卜
。
，
謹
℃
ハ
8
）
、
一
一
月
に
お
い
て
も
（
苔
8
）
1
1
葺
o
。
唱

く
8
）
、
女
子
の
方
が
男
子
よ
り
も
環
境
リ
ス
ク
を
よ
り
強
く
認
知
し
て
い
た
。
個
々
の
項
目
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
「
川
や

湖
な
ど
の
汚
染
」
の
危
険
度
認
知
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
辻
知
広
　
一
九
九
三
　
日
本
人
の
環
境
意
識
～
［
国
際
共
同
調
査
］
国
内
分
～
　
『
放
送
研
究
と
調
査
』
　
四
三
巻
四
月
号

　
八
○
～
八
三
頁
（
単
純
集
計
結
果
）
。

（
2
）
　
広
瀬
幸
雄
　
［
九
九
五
　
『
環
境
と
消
費
の
社
会
心
理
学
　
共
益
と
私
益
の
ジ
レ
ン
マ
ー
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

（
3
）
　
N
H
K
環
境
調
査
の
結
果
は
、
単
純
集
計
結
果
か
ら
本
稿
の
著
者
が
計
算
し
て
平
均
値
を
求
め
た
。

四
〇
～
四
三
頁
、
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Q．結婚した女性が職業を持ち続けることにっいては，どうお考えでしょうか？

　以下の中からあなたの考えに最も近いものをお答え下さい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　4月調査　　11月調査　　N　H　K調査

1．結婚したら，家庭を守ることに専念

　　したほうがよい　　　　　　　　　　　7．1　　　　6．6　　　　18．3

2．結婚して子どもができるまでは，職

　業をもっていたほうがよい　　　　　14．3　　　120　　　　41．0

3．結婚して子どもが生まれてもできる

　だけ職業を持ち続けたほうがよい　　　17．9　　　　24．7　　　　37．1

4，女性が職業を持っのは当然の権利で，

　結婚とは無関係に続けるべきだ　　　　43．5　　　35．5

図5－4－1女性の就業に関する質問と回答

五
－
四
　
女
性
の
就
業

　
一
項
目
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
質
問
も
試
み
た
。
N
H
K
で

五
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
「
日
本
人
の
意
識
」
調
査
（
以
下
で
は
「
N
H
K

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

日
本
人
調
査
」
と
呼
ぶ
）
の
中
に
あ
る
質
問
を
改
変
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
図
5
1
4
－
1
に
あ
る
質
問
項
目
で
、
家
庭
・
男
女
の
あ
り
方
に
関
し
て
、

一
「
家
庭
専
念
」
、
二
「
育
児
優
先
」
、
三
「
両
立
」
の
次
に
、
四
「
当
然
の
権
利
」

と
い
う
選
択
肢
を
加
え
て
実
施
し
た
。
四
月
調
査
、
一
一
月
調
査
、
｝
九
九
三
年
の

N
H
K
日
本
人
調
査
の
対
応
す
る
質
問
で
の
結
果
も
、
併
せ
て
図
5
－
4
1
1
の
中

に
示
し
た
。
な
お
、
「
そ
の
他
」
「
わ
か
ら
な
い
」
の
二
項
目
は
除
い
て
示
し
た
。

　
新
入
生
の
回
答
は
、
新
た
に
追
加
し
た
「
当
然
の
権
利
」
に
か
な
り
多
く
集
ま
っ

た
。
一
橋
大
学
社
会
学
部
生
の
調
査
に
こ
の
選
択
肢
を
入
れ
る
意
義
は
確
認
さ
れ
た

だ
ろ
う
。
新
入
生
は
相
対
的
に
女
性
の
就
業
に
関
し
て
進
歩
的
な
考
え
方
を
持
っ
て

い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
三
の
「
当
然
の
権
利
」
選
択
肢
の
内
容
は
、
一
般
論
と
し
て

男
女
全
く
平
等
に
就
業
で
き
る
権
利
を
持
つ
と
考
え
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

実
際
の
権
利
の
行
使
の
中
身
に
は
一
「
家
庭
専
念
」
、
二
「
育
児
優
先
」
、
三
「
両

立
」
も
含
ん
で
お
り
、
既
設
の
三
つ
の
選
択
肢
と
や
や
水
準
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
「
自
分
の
場
合
に
は
」
と
い
っ
た
個
別
論
、
特
に
男
子
学
生
の
個
別
論
に
関
し
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て
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
内
容
通
り
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
は
一
割
以
上
の
者
が
「
そ
の
他
」
に
回
答
し
た
が
、

そ
の
記
述
内
容
と
し
て
多
か
っ
た
も
の
は
「
当
人
の
自
由
」
で
あ
っ
た
。
少
数
で
あ
る
が
「
配
偶
者
と
話
し
合
っ
て
決
め
る
べ
き
」
「
当

人
と
家
庭
の
事
情
に
よ
る
」
と
い
っ
た
回
答
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
は
一
般
論
と
し
て
回
答
す
る
の
は
（
建
前
を
述
べ
る
だ
け
で
）
あ

ま
り
意
味
が
な
く
、
個
別
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
何
ら
か
の
結
論
を
導
く
た
め
に
は
、
も
っ
と
詳
細
な
調
査
形
式
、
あ
る
い
は

そ
の
他
の
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。

（
1
）
　
橋
本
昌
児
・
高
橋
幸
市
　
一
九
九
四
　
日
本
人
の
意
識
2
0
年
（
1
）
　
『
放
送
研
究
と
調
査
』
四
四
巻
五
月
号
　
二
～
一
七
頁
、
五
六
～
七
一
頁

　
（
単
純
集
計
結
果
）
。
な
お
、
N
H
K
日
本
人
調
査
の
一
九
八
八
年
ま
で
の
結
果
に
関
し
て
は
、
N
H
K
世
論
調
査
部
（
編
）
一
九
九
一
『
現
代
日
本

人
の
意
識
構
造
［
第
三
版
］
』
日
本
放
送
出
版
協
会
　
を
参
照
の
こ
と
。

五
－
五
　
政
治
的
有
効
性
感
覚

　
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
つ
い
て
の
質
問
も
、
N
H
K
日
本
人
調
査
で
繰
り
返
し
た
ず
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
う

ち
「
世
論
の
反
映
」
と
呼
ば
れ
る
「
私
た
ち
一
般
国
民
の
意
見
や
希
望
は
、
国
の
政
治
に
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
に
、
四
段
階
に
「
わ
か
ら
な
い
」
を
加
え
た
選
択
肢
で
回
答
さ
せ
る
も
の
を
用
い
た
。
N
H
K
日
本
人
調
査
の
回
答
で
は
、
こ

こ
二
〇
年
間
一
貫
し
て
、
三
「
少
し
は
反
映
し
て
い
る
」
が
過
半
数
に
達
し
て
お
り
、
一
「
十
分
反
映
し
て
い
る
」
は
不
要
な
く
ら
い
選

択
者
が
少
な
か
っ
た
。

　
新
入
生
に
関
し
て
は
、
図
5
i
5
1
1
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
二
「
か
な
り
反
映
」
の
選
択
肢
も
不
要
な
く
ら
い
選
択
者
が
少
な
か
っ
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た
。
多
数
が
選
択
し
た
三
ま
た
は
四
の
選
択
肢
の
比
率
は
、
四
月
調
査
で
は
拮
抗
し
、
一
一
月
調
査
で
は
三
の
比
率
が
増
加
し
た
。

　
選
択
肢
の
一
か
ら
四
ま
で
を
そ
の
ま
ま
数
値
化
し
て
、
四
月
（
M
”
三
・
四
六
）
と
一
一
月
（
M
1

三
・
三
六
）
と
の
平
均
値
の
差
を

検
討
す
る
と
、
一
一
月
に
な
っ
て
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
有
意
に
増
加
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
只
5
0
。
）
口
N
。
巽
℃
〈
●
8
）
。
し
か
し
、

そ
れ
に
し
て
も
一
般
サ
ン
プ
ル
（
M
”
三
・
O
O
）
と
比
べ
る
と
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
低
い
、
あ
る
い
は
政
治
に
対
す
る
不
信
感
が
強

い
こ
と
を
示
す
結
果
で
あ
っ
た
。

社会学部1995年度新入生の生活と意識に関するパネル調査（2）

六
　
学
部
イ
メ
ー
ジ

　
本
調
査
で
は
社
会
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
と
他
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
質
問
し
、
一
六
項
目
の
単
極
形
容
詞
尺
度
に
そ
れ
ぞ
れ
四
段

階
で
回
答
を
求
め
た
。
他
学
部
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
四
月
調
査
の
段
階
で
三
つ
の
学
部
の
ど
れ
か
一
つ
を
ラ
ン
ダ
ム
に
割
り
当
て
て
、

一
一
月
調
査
で
も
同
じ
学
部
に
つ
い
て
回
答
を
求
め
た
。

　
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
う
ち
社
会
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
結
果
は
、
す
で
に
村
田
・
藤
島
（
一
九
九
六
）
で
ほ
と
ん
ど
の
内
容
を
報

告
し
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
因
子
分
析
の
結
果
を
報
告
し
、
「
時
代
遅
れ
だ
」
「
息
苦
し
い
」
等
の
形
容
詞
に
負
荷
の
高
い
「
頑
迷
・
老
朽

性
」
と
名
付
け
た
第
一
因
子
を
見
い
だ
し
た
。
第
二
因
子
と
し
て
は
「
自
由
だ
」
「
暖
か
い
」
等
に
負
荷
の
高
い
「
明
朗
・
闊
達
性
」
が

認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
第
三
因
子
と
し
て
「
勤
勉
だ
」
「
由
緒
正
し
い
」
等
に
負
荷
の
高
い
「
学
問
・
伝
統
性
」
因
子
が
、
そ
し
て
第
四

因
子
と
し
て
「
政
治
的
だ
」
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
だ
」
に
負
荷
の
高
い
「
政
治
・
急
進
性
」
因
子
も
認
め
ら
れ
た
。

　
次
に
個
々
の
項
目
ま
た
因
子
単
位
で
の
評
定
値
を
調
べ
て
社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
う
す
る
と
、
「
頑
迷
・
老
朽
性
」

因
子
が
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
と
さ
れ
、
他
方
「
明
朗
・
闊
達
性
」
因
子
は
か
な
り
よ
く
当
て
は
ま
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
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れ
た
。
「
学
問
・
伝
統
性
」
因
子
は
そ
の
中
問
の
評
定
で
あ
っ
た
が
、
四
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
当
て
は
ま
ら
な
い
方
向
へ
と
評
価

が
有
意
に
変
化
し
た
。
個
々
の
項
目
単
位
で
調
べ
る
と
、
他
に
も
い
く
つ
か
有
意
な
変
化
を
示
す
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。

　
こ
こ
で
は
付
随
的
に
調
べ
た
社
会
学
部
新
入
生
の
抱
く
他
学
部
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
自
分
の
学
部
イ
メ
ー
ジ
と
の
比
較
を
通
じ
て
報

告
し
た
い
。

　
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
四
月
、
一
一
月
別
に
因
子
分
析
を
実
行
し
た
。
そ
の
結
果
は
社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ
の
因

子
分
析
結
果
と
は
い
く
つ
か
の
点
で
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
だ
」
と
い
う
形
容
語
が
、
「
自
由
だ
」
と
い
う

語
と
｝
つ
の
因
子
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
項
目
は
社
会
学
部
の
因
子
分
析
の
場
合
と
異
な
る
因
子
に
関
わ
る
可
能
性

の
高
い
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
解
釈
不
能
な
五
番
目
の
因
子
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
分
析
対
象
の
人
数
は
三
分
の
一
と

な
り
、
こ
れ
ら
の
解
は
不
安
定
で
、
計
算
方
法
を
変
え
る
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
「
頑

迷
・
老
朽
性
」
「
明
朗
闊
達
性
」
「
学
問
・
伝
統
性
」
を
示
す
三
つ
の
因
子
の
存
在
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
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四
学
部
イ
メ
ー
ジ
の
比
較

　
以
上
よ
り
こ
こ
で
は
各
学
部
の
因
子
分
析
の
結
果
を
提
示
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
、
ま
ず
各
学
部
の
個
々
の
項
目
の
四
月
と
一
一
月
の

平
均
値
を
網
羅
的
に
報
告
す
る
。
そ
れ
が
表
6
1
1
で
あ
る
。
回
答
は
一
「
非
常
に
あ
て
は
ま
る
」
、
二
「
か
な
り
あ
て
は
ま
る
」
、
三

「
や
や
あ
て
は
ま
る
」
、
四
「
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
の
四
段
階
で
求
め
た
の
で
、
値
が
小
さ
い
ほ
ど
そ
の
形
容
語
が
あ
て
は
ま
る
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
こ
の
表
を
注
意
深
く
検
討
す
る
と
、
ま
ず
社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ
と
他
学
部
イ
メ
ー
ジ
が
か
な
り
隔
た
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。
他
方
、
他
学
部
イ
メ
ー
ジ
間
で
は
あ
ま
り
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
各
学
部
イ
メ
ー
ジ
を
特
徴
的
に
示
す
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表6－1各学部イメージ（1）

項 目 社会学部　商学部
（168）（2）　　（58）

経済学部　法学部
　（48）　　（58）

間
析

部
分

学
散

3
分

時代遅れだ

息　苦　し　い

つま　らない

理解不能だ

権威主義だ

硬 い

だ由自

暖　　か　　い

おしゃれだ

明　　る　　い

勤　　勉　　だ

由緒正しい

アカデミックだ

政　治　的　だ

ラディカルだ

空　想　的　だ

3，72

3．65

3．63

3．74

3．70

3，44

3．58

3．49

3，75

3．73

3．12

3．49

1．71

L72

2．68

2．79

3．46

3．43

2．56

2，55

3．02

3．43

2，82

3，17
2
，
㎝

2，49

3，35

3．55

3．02

2．81

3．33

3．15

3．59＋（3）

3．21桝

2．73桝

2．52寧掌宰

3．15纏

2．84桝

3．35

3．22

3．20桝

2．79榊

2．40＊纏b（4）

2．26＊纏

2，62宰艸

3，00＊＃

3．26＊＊傘

3．43＊掌＊

3．76榊

3．74零

2．98榊

3．29＊ホ＊

2．37掌零＊b

2．33串＊＊

L73脚＊

1．97榊

2．07

2．24ab

3．61帥c

3．17躰

2．81a

3．23榊

3．79榊

3．66榊

3．29＊＊＊

3．47＊

2、67榊

2。65韓＊

3。02紳宰

2．84＊串＊

3。38十

3．31

3。17掌＊＊

3．00桝

2．54料b

2．29串＊＊

2．71榊

3．17零半半

3．06ホ＊

3．41纏掌

3．56

3．67十

3．19＊＊＊

3．16＊＊＊

2．29牌＊ab

2．18脚＊

1．96桝

2．14料＊

2．29

2．14＊a

3．13十b

3．27十

3．21十b

3．27＊＊

3．58

3．67零＊

3．54十

3．29寧

2．63榊

2．67桝

3．26桝

2．91＊＊串

3．49

3．21榊

3．05網

2．98榊

2．04＊＊零a

2．41榊

2．91榊

3．05榊

3．26＊寧掌

3．30牌‡

3．53

3．70事事

3．28卓＊＊

3．28掌＊＊

1．98寧掌零a

2．36率＊零

1．96榊

2．05榊

2．19

2．62b

2．51掌宰零a

3．45

3．25b

3，26継

3，65＊零

3，64騨

P＜．05

P＜．05

P＜．05

p＜．001

P＜．01

（1）各項目の第一列が4月調査の結果で，第二列が11月調査の結果．

（2）各学部を評定した最大人数　項目によっては欠損値があった．

（3）　この記号は，社会学部の評定との平均値の差の検定結果．対応のあるデータのみを使用．

　十pく，10　．pく、05　掌。pく01　寧。寧p＜001

（4）　この記号は，3学部の評定値間に分散分析で有意差が認められた場合に，Tukeyの多重範囲検定を

　実施した結果を示す．同符号のない学部の平均値問に5％で有意差が認められる．
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形
容
語
に
関
す
る
結
果
も
示
さ
れ
た
。
四
月
調
査
の
時
点
で
は
商
学
部
は
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
」
で
あ
る
と
同
時
に
あ
ま
り
「
政
治
的
」
で
な

い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
経
済
学
部
は
一
一
月
調
査
の
時
点
で
は
、
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
だ
」
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
法
学
部
で
は

概
し
て
「
勤
勉
だ
」
「
硬
い
」
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
が
、
一
一
月
に
な
る
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
や
や
薄
れ
、
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」
で
な

い
と
さ
え
思
わ
れ
や
す
か
っ
た
。

　
全
体
の
傾
向
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
次
に
因
子
単
位
で
結
果
を
求
め
た
。
こ
れ
は
「
頑
迷
・
老
朽
性
」
で
は
、
「
息
苦
し
い
」
「
つ
ま
ら

な
い
」
「
時
代
遅
れ
だ
」
「
理
解
不
能
だ
」
「
権
威
主
義
的
だ
」
の
五
つ
の
項
目
の
尺
度
値
を
単
純
に
合
計
し
て
、
項
目
数
で
割
っ
た
数
値

を
指
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
明
朗
闊
達
性
」
で
は
、
「
明
る
い
」
「
お
し
ゃ
れ
だ
」
「
自
由
だ
」
「
暖
か
い
」
の
五
項
目
の
平
均
値
を
指

標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
学
問
・
伝
統
性
」
で
も
同
様
に
、
「
由
緒
正
し
い
」
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
だ
」
「
勤
勉
だ
」
の
三
項
目
か
ら
平
均
値

を
求
め
て
指
標
と
し
た
。
こ
ら
ら
各
因
子
の
指
標
を
、
各
学
部
別
に
四
月
か
ら
一
一
月
へ
の
変
化
が
わ
か
る
よ
う
に
グ
ラ
フ
に
し
た
の
が

図
6
－
1
か
ら
図
6
－
3
で
あ
る
。

　
図
6
1
1
で
は
「
頑
迷
・
老
朽
性
」
に
関
す
る
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
学
部
は
他
学
部
と
か
な
り
隔
た
っ
て
こ
の
性
質
が
当

て
は
ま
ら
な
い
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
残
り
三
学
部
間
に
は
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。
四
月
か
ら
一
一
月
へ
の
変

化
を
調
べ
る
と
、
商
学
部
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
こ
の
性
質
が
当
て
は
ま
る
方
向
に
有
意
な
変
化
を
示
し
た
（
只
認
）
H
謬
。
℃
△
。
一
）
。

　
図
6
1
2
に
示
さ
れ
た
「
明
朗
・
闊
達
性
」
で
も
社
会
学
部
と
残
り
三
学
部
と
の
差
異
が
際
だ
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
社
会
学
部
イ
メ

ー
ジ
が
よ
り
明
朗
・
闊
達
で
あ
る
方
向
で
あ
り
、
他
の
三
学
部
は
相
対
的
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
向
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
次
元
で

の
商
学
部
イ
メ
ー
ジ
と
経
済
学
イ
メ
ー
ジ
は
、
四
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
否
定
的
方
向
に
有
意
に
変
化
し
た
（
只
器
）
1
1
器
錦
只
＆
）

“
N
b
ご
窮
く
『
O
一
）
。

　
「
学
問
・
伝
統
性
」
の
結
果
が
図
6
－
3
に
示
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
因
子
を
通
じ
て
は
、
こ
の
性
質
が
他
の
三
学
部
に
は
最
も
当
て
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£
3
2
4
β
8
4

2
　
3
3
3
3

ρ一〇

二巳

一→一一社会学部

一一 一一 学部

一』一 済学部

一躰一 学部

2
，
5

　　4月　　　　　　　　　　11月

図6－1　学部・調査時期別の頑迷・老朽性

3

3
．
5

口隔

捧r－r＿－＿　　　　－r、

－　鞠　一r×

一一 一一 会学部

一唱一一 学部

一一』一一 済学部

一一 一法学部

　4月　　　　　　　　　　11月

図6－2　学部・調査時期別の明朗闊達性

5
n
乙
『
》
3
5

1
　

2
　

3

雌、隔

、うく

一→一一 会学部

一唱一 学部

一一経済学部

一一 一一 学部

　4月　　　　　　　　　　11月

図6・3　学部・調査時期別の学間・伝統性
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は
ま
る
と
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
が
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
と
れ
る
。
他
方
社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ
は
相
対
的
に
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
欠
け
て
い
た
。

し
か
も
、
四
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
の
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
は
顕
著
で
あ
っ
た
（
只
一
臼
）
”
c
。
、
器
o
〈
。
9
）
。
社
会
学
部
新
入
生
は

社
会
学
部
が
「
由
緒
正
し
く
」
な
く
、
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」
で
な
く
、
「
勤
勉
」
で
な
い
も
の
と
し
て
み
な
し
や
す
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
同
様
の
イ
メ
ー
ジ
低
下
傾
向
は
、
法
学
部
に
関
し
て
も
認
め
ら
れ
た
（
ス
田
）
”
G
。
・
露
℃
〈
註
）
。
法
学
部
の
学
問
．
伝
統
性
の
イ

メ
ー
ジ
も
、
入
学
後
半
年
で
い
く
ら
か
悪
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

内
集
団
パ
イ
ア
ス

　
以
上
の
自
学
部
・
他
学
部
イ
メ
ー
ジ
の
結
果
か
ら
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
一
種
の
内
集
団
ひ
い
き
（
ぎ
讐
2
0
鼠
く
9
三
ω
ヨ
）

と
呼
べ
る
現
象
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
頑
迷
・
老
朽
性
」
と
「
明
朗
・
闊
達
性
」
の
二
つ
の
指
標
に
お
い
て
、
新
入
生
は
自
学

部
を
他
学
部
よ
り
肯
定
的
に
評
価
し
た
。
大
学
の
持
つ
古
く
て
嫌
な
体
質
は
主
と
し
て
他
学
部
に
あ
り
、
自
分
の
学
部
に
は
自
由
で
明
る

い
雰
囲
気
が
満
ち
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
集
団
ひ
い
き
は
、
多
く
の
場
合
内
集
団
成
員
を
対
象
に
し
た
行
動
や
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

で
あ
る
が
、
社
会
心
理
学
研
究
で
は
社
会
的
認
知
の
バ
イ
ア
ス
と
し
て
検
討
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
現
実
の
差
異
を

反
映
し
た
評
価
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
実
が
ど
う
で
あ
る
か
の
査
定
は
本
論
文
の
検
討
範
囲
を
超
え
る
。
強
調
し
た
い
こ
と
は
、

こ
う
い
っ
た
目
分
の
所
属
す
る
集
団
を
高
く
評
定
す
る
傾
向
は
、
む
し
ろ
自
然
の
こ
と
で
広
く
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
問
題
は
外
集
団

の
評
価
が
、
対
比
的
に
歪
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
興
味
深
い
結
果
は
、
内
集
団
ひ
い
き
と
は
反
対
方
向
の
評
価
が
「
学
問
・
伝
統
性
」
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
こ
で
評
価
の
対
象
と
し
て
い
る
「
社
会
学
部
」
が
、
厳
密
な
意
味
で
の
内
集
団
で
は
な
く
、
「
社
会
学
部
教
官
」
や
「
社
会
学
部
当
局
」

で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
冷
静
に
判
断
で
き
る
対
象
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
特
徴
を
描
い
て
い
る
の
か
も
し
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れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
先
の
二
側
面
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
真
実
の
核
心
を
伴
っ
た
評
価
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
の
二

側
面
の
評
価
は
、
冷
静
な
判
断
と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
社
会
学
部
が
一
方
的
な
位
置
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
他
学
部
が
互
い
に
分
化
さ
れ
ず

に
同
じ
よ
う
な
位
置
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
行
き
過
ぎ
た
評
価
が
存
在
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
ま
た
、
新
入
生

と
い
え
ど
も
社
会
学
部
学
生
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、
あ
る
意
味
で
は
社
会
学
部
が
内
集
団
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
心
理
学
の
知
見
か

ら
は
、
そ
の
所
属
の
効
果
が
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。

　
む
し
ろ
、
「
ア
カ
デ
、
・
・
ッ
ク
」
で
あ
っ
た
り
「
勤
勉
」
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
、
特
別
よ
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
学
問
・
伝
統
性
を
重
要
視
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
内
集
団
ひ
い
き
性
と
矛
盾
す
る
結
果
で
は
な
く
、

重
要
性
の
低
い
次
元
で
は
自
ら
の
価
値
を
低
く
提
示
し
た
方
が
、
他
の
重
要
な
次
元
（
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
「
明
朗
・
闊
達
性
」
）
で
の

高
い
価
値
を
強
調
で
き
る
可
能
性
さ
え
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
す
で
に
指
摘
し
た
点
で
あ
る
が
、
他
学
部
間
を
分
化
し
て
認
知
し
て
い
な
い
こ
と
も
考
察
に
値
す
る
。
こ
れ
は
外
集
団
同
質
性
（
〇
三
－

α
Q
『
o
琶
ぎ
ヨ
o
α
q
①
需
凶
昌
）
の
認
知
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
相
応
す
る
だ
ろ
う
。
外
集
団
同
質
性
は
厳
密
に
は
外
集
団
の
成
員
間

を
同
質
的
に
認
知
す
る
こ
と
を
さ
す
が
、
類
似
し
た
外
集
団
間
の
認
知
に
も
、
拡
張
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
入
生
は
こ
の
時
点
ま

で
は
教
養
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
他
学
部
生
と
一
緒
に
ク
ラ
ス
を
構
成
し
て
講
義
を
受
講
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
学
部
を
越
え
た
緊
密
な
関
係
が
生
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
（
所
属
す
る
学
生
で
な
く
）
他
学
部
を
対

象
と
し
た
評
価
を
行
う
に
際
し
て
は
、
か
な
り
単
純
な
枠
組
み
を
利
用
す
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
）
　
社
会
心
理
学
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

画
電
’
閃
一
ロ
o
犀
妄
①
F

例
え
ば
、
O
爵
8
マ
y
国
器
冨
ヨ
、
o
o
，
＞
；
帥
↓
ロ
ヨ
8
一
6
■
お
漣
鱒
ミ
8
馬
遙
き
偽
§
R
8
9
ミ
這
貸
㌣
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七
　
ま
と
め

　
こ
こ
ま
で
社
会
学
部
一
九
九
五
年
度
の
新
入
生
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
パ
ネ
ル
調
査
の
結
果
を
報
告
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
き

た
。
最
後
に
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

導
入
科
目
の
教
育
効
果

　
社
会
研
究
入
門
1
が
社
会
意
識
に
及
ぼ
す
効
果
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
唯
一
テ
レ
ビ
情
報
の
批
判
的
評
価
を

抑
制
す
る
効
果
が
一
つ
の
項
目
で
統
計
的
に
検
出
さ
れ
た
が
、
偶
然
の
産
物
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
判
断
の
根
拠
は
、

他
の
類
似
し
た
項
目
の
結
果
に
、
そ
れ
に
相
応
す
る
結
果
が
何
ら
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
結
果
が
な
ぜ
生
じ
た

の
か
も
解
釈
が
難
し
い
。

　
導
入
科
目
は
確
か
に
、
ど
の
専
門
分
野
が
好
き
に
な
る
か
と
い
っ
た
表
層
的
な
側
面
に
は
影
響
を
及
ぼ
し
た
（
村
田
．
藤
島
、
一
九
九

六
）
。
し
か
し
、
も
っ
と
意
識
の
深
い
側
面
に
は
全
く
効
果
が
及
ば
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
こ
の
調
査
で
調
べ
ら
れ
た
内

容
に
関
し
て
は
、
効
果
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
で
も
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
可
能
性
は
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
ず
単
に
調
査
項
目
が
講
義
内
容
に
即
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
社
会
意
識
を
探
る
上
で
不
適
切
だ
っ
た
り
す
る
可
能
性
で
あ
る
。
筆
者

達
は
、
す
で
に
前
年
の
一
月
の
段
階
で
準
備
に
と
り
か
か
り
、
講
義
内
容
を
知
る
前
に
調
査
内
容
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

回
答
可
能
な
質
問
の
量
に
も
制
約
が
あ
り
、
十
分
な
内
容
を
盛
り
込
め
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
と
よ
り
何
が
「
社
会
意
識
」
あ
る
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い
は
「
社
会
認
識
」
や
「
社
会
的
態
度
」
の
核
心
部
分
か
に
つ
い
て
定
説
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
単
に
こ
こ
で
調
べ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
調
べ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
水
準
で
の
影
響
が
存
在
す
る
可
能
性
で
あ
る
。
自
己
報
告
で
は
答
え
ら
れ
な
い
、
本
人
も

気
づ
か
な
い
よ
う
な
影
響
や
、
自
己
報
告
で
は
隠
蔽
さ
れ
や
す
い
影
響
な
ど
の
可
能
性
で
あ
る
。
ま
た
、
個
別
の
こ
と
で
は
な
く
、
社
会

科
学
的
な
認
識
の
枠
組
み
そ
の
も
の
へ
の
影
響
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
影
響
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
質
的
な
調
査

方
法
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
可
能
性
は
小
さ
い
と
考
え
て
い
る
。
よ
り
深
い
水
準
や
包
括
的
な
影
響
が

も
し
存
在
し
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
ら
か
の
形
で
こ
こ
で
調
べ
た
よ
う
な
内
容
に
も
影
響
の
一
端
を
示
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
筆
者

は
こ
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
報
告
し
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
を
施
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
も
影
響
の
一
端
も
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。　

次
に
、
長
期
的
な
影
響
や
間
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
一
月
調
査
は
講
義

終
了
後
三
ヶ
月
以
上
た
っ
た
時
点
で
あ
り
、
心
理
学
的
研
究
な
ど
の
常
識
か
ら
い
え
ば
か
な
り
長
期
的
な
影
響
を
測
定
し
て
い
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
こ
で
論
じ
た
い
の
は
、
例
え
ば
あ
る
先
生
の
講
義
に
興
味
を
抱
き
、
熱
心
に
そ
の
学
問
を
勉
強
し
て
、
徐
々
に
社

会
意
識
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
ケ
ー
ス
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
次
に
読
ん
だ
本
、
次
に
出
た
講
義
、
所
属
し
た
専
門
課

程
の
ゼ
ミ
と
い
っ
た
も
の
が
、
社
会
意
識
を
発
展
さ
せ
る
直
接
の
原
因
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
選
択
さ
せ
る
契
機
と
し
て
、

入
門
1
の
よ
う
な
多
数
の
講
師
が
登
場
す
る
授
業
は
な
り
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
で
も
綿
密
な
準
備
を
す
れ
ば
、
経

験
的
な
検
証
は
可
能
だ
ろ
う
が
、
そ
の
研
究
の
コ
ス
ト
は
か
な
り
高
い
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
相
互
に
干
渉
し
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
多
数
の
講
師
が
講
義
し
た
内
容
は
一
方
向
で
は
な
い
。
単
純

な
一
定
方
向
の
影
響
が
存
在
す
る
と
考
え
る
の
は
む
し
ろ
不
自
然
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
相
互
に
相
殺
し
て
む
し
ろ
影
響
が
な
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い
と
、
操
作
的
に
見
な
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
（
そ
う
で
あ
る
つ
も
り
は
な
い
が
）
あ
た
か
も
学
生
が
一
定
方
向
に
な

び
く
よ
う
な
モ
デ
ル
を
た
て
て
検
討
す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
不
当
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
も
学
生
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
な
い
講
義
と
は
こ
の
場
合
に
は
異
な
る
は
ず
で
、
こ
う
い
っ
た
影
響
を
と
ら
え
る
方
法
の
開
発
は
心
理
学
的
に
は
興
味
深
い
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
研
究
か
ら
は
、
社
会
研
究
入
門
1
が
新
入
生
の
社
会
意
識
に
明
確
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
証
拠
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

新
入
生
の
意
識
の
実
態
と
半
年
後
の
変
化

　
こ
こ
で
得
ら
れ
た
よ
う
な
学
生
の
意
識
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
は
難
し
く
、
論
者
の
学
生
観
を
単
に
語
る
だ
け
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
前
置
き
を
述
べ
た
上
で
筆
者
の
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
社
会
科
学
を
教
授
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
十
分
教
え
甲
斐
の

あ
る
資
質
を
持
っ
た
学
生
達
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
概
し
て
、
問
題
意
識
は
高
く
、
そ
れ
な
り
に
向
学
心
も
持
っ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
「
エ
リ
ー
ト
校
」
と
言
わ
れ
る
一
橋
大
学
の
学
生
を
一
般
サ
ン
プ
ル
な
ど
と
比
較
し
て
も
何
の
意
味
も
な
い
と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
「
エ
リ
ー
ト
校
」
の
学
生
や
過
去
の
学
生
等
と
の
比
較
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
た
面

白
い
知
見
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
筆
者
の
結
論
の
主
要
な
根
拠
は
、
四
月
か
ら
一
一
月
へ
の
変
化
の
中
に
、
社
会
意
識
の
高
ま
り
を
示
唆
す
る
内
容
を
い
く
つ
か

発
見
し
た
こ
と
に
あ
る
。
「
余
り
」
の
時
問
と
し
て
費
や
さ
れ
や
す
い
と
言
わ
れ
る
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
は
明
ら
か
に
減
少
し
、
逆
に
読
書

量
は
増
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
外
国
人
と
の
交
流
経
験
は
格
段
に
増
し
、
お
そ
ら
く
国
際
意
識
は
大
い
に
進
展
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
現
実

社
会
に
も
敏
感
に
反
応
し
て
、
「
核
兵
器
の
問
題
」
を
重
要
視
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
の
程
度

の
発
達
は
当
然
の
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
変
化
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
詳
細
な
検
討
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
か
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ら
描
か
れ
る
学
生
像
は
、
受
験
勉
強
以
前
に
戻
る
よ
う
な
学
生
で
は
な
く
、
進
歩
発
展
す
る
潜
在
力
を
持
っ
た
健
全
な
学
生
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
で
も
二
つ
の
点
を
留
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
つ
は
二
回
の
調
査
い
ず
れ
に
も
回
答
し
た
六
二
％
の
学
生
が
、
特
定
の
（
お
そ
ら

く
）
質
の
高
い
層
に
偏
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
脱
落
し
た
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
郵
送
に
よ
る
一
一
月
調
査
に
回
答
し
て
こ
な

か
っ
た
者
で
あ
る
。
そ
の
一
定
数
は
単
な
る
手
続
上
の
ミ
ス
か
も
し
れ
な
い
が
、
意
図
的
に
返
送
し
な
い
者
や
、
返
送
す
る
能
力
や
気
力

に
欠
け
て
い
た
者
が
、
残
り
の
三
八
％
の
中
に
は
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
者
た
ち
の
結
果
は
、
こ
の
デ
ー
タ
で
描
か
れ
た
も

の
と
い
く
ら
か
違
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
性
差
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
個
人
差
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
調
査
結
果
か
ら
描
か
れ
る
資
質
の
高
い
学
生
像
は
、
か
な
り

の
程
度
女
子
学
生
を
投
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
事
実
、
女
子
学
生
の
方
に
、
資
質
に
優
れ
た
層
が
一
橋
大
学
に
入
学
し
て
く
る

確
率
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
男
子
学
生
に
も
も
ち
ろ
ん
優
秀
な
学
生
は
多
い
が
、
相
対
的
に
優
秀
で
な
い
学
生
も
数
の
上
で
は
多
く
入

学
し
て
い
る
の
が
実
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
教
育
を
す
る
側
の
本
音
は
、
こ
の
比
較
的
向
学
心
に
欠
け
る
層
の
者
た
ち
を
で
き
れ
ば
等

閑
視
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
実
彼
ら
は
存
在
し
、
こ
う
い
っ
た
者
た
ち
も
視
野
に
入
れ
た
多
様
な
教
育
が
大
学
に

も
望
ま
れ
て
い
る
。

　
議
論
が
少
し
飛
躍
し
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
上
述
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
す
る
の
に
は
、
も
っ
と
資
料
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿

で
は
筆
者
が
得
る
こ
と
の
で
き
た
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
新
入
生
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
実
態
を
指
摘
し
、
少
し
ず

つ
考
察
を
加
え
た
。
こ
こ
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
他
の
多
く
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
本
稿
で
描
か
れ
た
学
生
像
は
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
も
ま
た
改
革
期
を
迎
え
て
い
る
中
で
、
学
生
の
資
質
が
実
際
に
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
本
稿
が
改
革

期
の
大
学
教
育
に
、
わ
ず
か
で
も
役
立
つ
こ
と
を
望
み
た
い
。
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